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一
国
の
近
代
的
進
化
が
ど.の
よ
ぅ
な
内
容
と
形
態
を4

つ
.か
：は
.、
封
建
的
土
敗
所
有
と
産
業
資
本
と
め
对
立
ノ
決
済
の
仕
方
に
よ
り
規
定
さ
れ

 

る
。
而
し
てA

J

の
対
立
，»:
決
済
：の.歴
史
具
体
的
形
態
は
、
産
業
資
本
の
発
展
段
階
に
よ
り
さ
：ま
ざ
ま
な
形
態
を
と
り
得
る

'0
例
え
ば
、
大
土
也
所
 

有
対
分
割
地
所
有
、
あ
る
い
技
巨
天
特
権
工
業
外
分
澈
小
工
業

.と
し
て
、
即
ち
歡
民
革
命
あ
る
い
は.反
独
占
闘
争
と
し
て
あ
ら
わ
：れ
る
が
如
.く
で 

あ
る
。
併

':
:1.
ぞ
の
様
な
場
合.で
.あ
れ
、

.：

考
の
根
底
に
封
建
的± :

ま
所
有
！

そ
の•歴
史
具
# -

的
敗
態
は
、
防
斷
と
泌
鼢
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
の
形

 

態

を

ど

.
る
I

を
破
棄
又
は
改
良
す
る
特S

の
土
地
問
題
が
な
け
れ
ば
：な
ら
な
い
。
而
し
：て
，
.土

地

問

題

の

具

体

的

形

雜

は

：
、
:

ー

 

方
で
は
該
封
建 

的

領

主

制

の

内

部

編

制

と

.
そ

の

強

度

、

V

他
方
で
は
そ
の
胎
内
で
生
長
し
て
行
く
農
民
の
社
会
経
済
的
地
位
と
、
こ
の
両
者
の
関
係
に
よ
り
決
ま

る
。
.■;
V

.

.

'

.'
,;
'
ン

.し
；V

.

.
V
;:
:
:
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こ
こ
で」

と
り
あ
.げ
る
：

4

 

H
'.

丨

；
，
ョ
：
，

ク

は

：
、

'.「

タ

ゥ

ンV'-
シ

，
ス
，
：
テ
：
ム

」

；
：
吃
 

創

出

し

‘
て

行

，
っ

.
た
：.ニ
'.
..ユ

ー，

f

ン

火
ー
フ
ン
ま
や『

自

人
又

'f
t
黒
人
，の

不

自

由

労

.ft
を
使
用
す
る
プ
ラ，

ン
テ
ー
ツ
.
'3
.シ
制
办
»'
開

.1

.

.た
南
部
と

'は
異
な
り
、

む
：し
：ろ
ョ

I 
ロ
ッ
パ
の
在 

V

/
独
立
戦
净
期
：-：

.
!
W
!:
ク
の
土
地
問
題
：
'
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萄
_
と
種
々
の
点
で
類
似
点
を
も
つ「

パ
ト
ル
I

ン」

制

や

.

「

マ
ナ
ー」

制
を
有
し
つ
つ

も

、
そ
れ
ら
が
堀
り
崩
さ
れ
て
次
第
に
ニ
エ
ー
ノ
ィ
ン

• 

- 

■ 

. 

. 

• 

. 

' 

. 

■ 

.

(

1

■

グ
ラ
^
ド
.型
の
±-
地
制
度
人
接
近
し
て
疗
:<
:
点
で
々
'ァ
：：メ
リ
表 

々
r
本
稿
は
こ0

；

封
建
的
色
彩
の 

濃
い
.ニ
ユ
ー
i
ョ〗

丨
ク
の
土
地
制
度
が
、
.独
立
戦
争
期
の
王
党
派
財
産
の
没
収•

壳
却
姐
分
を
通
じ
ぞ
，ど
^
ほ
ど
掘
り
崩
さ
れ
近
代
化
さ
れ
た

.

，
か

を

究

明

し

ょ
^

も

す

る

も

の

で

あ

名

。

•
 

:

-

.

へ.
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(

1)

ァ
メ 

4
ヵ
土
：地
制
度
史
^
轸
け
る
北
.
.*-
.'

南
紙
办
特
質
に
つ
い
て
ー
は
公
平
出
宣
道
ー
近
代
資
本
主
^
成
立
史
論
卜
ー
第
ニ
ハ
篇
て
鈴
木
圭
介
ー
農
業
に
お
け 

る
資
本
主
義
発
違
の
1
S
,の道

-
-
-
-
.
『

ァ
メ 
：リ
>ヵ
型』

.と

『

プ

.

.
ロ

ギ

ャ
 

:-「

植
民
地
ア
メ
リ
カ
の
.土
他
問
題」

パ
増
昍
，
小
松

•
畠
げ
.，
矢

ロ

編『

社
会
経
済
史
大
系』

VI
近
世
後
期
1
所
收)

.#
照
。

.

.

........
 

...

...

.

.
オ
ラ
ン
ダ
の
制
規
組
合

「

ニ'
ュ

ー

，
ン

不

ザ

ー

ラ

ン

ド

祖

合

」

，
又

は「

合

同
-
.

ュ

ーV

ネ

ザ

ー

一

ブ

ン

ド

商

人

組

合

」

：(

一
六
一
四
年

)

お
よ
び
特
権
.

商
人
団
の
庄
カ
に
よ
り
再
び
砍
成
さ
れ
た
‘

オ
ラ
ン
ダ
西
印
度
会
社」

(

ニ

ハ

ニ

：
ー
年

)

は
之
，も

に

「

東
印
度
会
社」

型
の
専
制
的
私
拿
浦
企
業
で
.
 

(

1) 

- 

ノ
.
.
. 

- 

(

2) 

あ
っ
た
。

ー
六
一
一

九
年六
月
七
日

附

の#'
許

状
s Freedoms and E

x
e
m
p
t
i
o
n
s

パ

に

は「

パ

,
ト

ル1
ンpatr§

nj 

'の
規
定
を
含
ん
で
い
た
。

. 

(

3)
r。

ハ
ト
ル
ー
ン」

は
与
え
ら
れ
た
強
大
な
領
主
的
諸
権
利
の
上
に
広
大
な
所
領
を
建
設
し
て
行
っ
た
。
，
オ
ラ
ン
ダ
時
代
に
一
時
衰
退
し
た
が
、

そ 

の
末
期
に
は
再
び
勢
を
も
り
返
し
.、
ィ
ギ
リ
ス
時
代

(

一
六
.六
四
年
以
降)

；.
に
入
0

て
も
才
ラX

ダ
時
代
以
来
の
土
地
所
有
権
は
確
認
さ
れ
た
だ
け

• 

: 
、4)

で
な
く
、
総
督
ら
高
級
官
吏
と
植
民
地
大
地
主
と
の
結
託
に
よ
っ

.：.て

、
，
大

規

模

な

マ
ナ

ー
が
相
次
い
で
創
出
さ
れ
、「

若
干
の
被
付
与
者
か
ら
購

入
す
る
以
外
に
.土

地

を

，
入

，
手

レ

て

.入
植
す
る
事
は
木
可
能
だ
.

」

.

と
V

わ
.れ
.

「
全
植
民
^
'

ヵ
約
三
0
.

名
.に
結
果
に
.お
レ
て
分
害
さ
れ
た」

と
レ
わ 

.(

5) 

. 

.

. 

, 

. 

.

.

.く
：

',
.

(

6) 

れ
た
程
で
あ
っ
た
。
大
マ
_ナ
ー
領
主
達
は
こ
：の
広
大
な
所
領
に
立
.
っ
て
、'

独
立
戦
争
に
到
る
迄
植
民
地
：を
.政
治
的
経
済
的
社
会
的
に
支
配
し
た
。

パ
ト
ル
ー
ン
制
又
は
マ
ナ
ー
の
.
歴
史
的
性
格
に
.つ
い
，て
は
、
法
制
史
家
.
と

歴

史

家

：の

間

.に

音

心

見

'0
一
致
を
見
て
い
■
な
い
。
ィ
ギ
リ
ス
吣
れ
の
マ

,

■

.

 

: 

. 

■

-
 (

8)

ナ
•丨
の
原
型
は
オ

ラ

ン
ダ
時
代
に
創
出
さ
れ
た
，レ
ン
セ
ラ
ー
ズ
ヴ
ィ

クR
ensselaerswyck

で
あ
る
と
い
.わ
れ
て
.い
る
が
、
そ
の
本
質
は
何
か
.。

法
制
史
家
二
ッ
セ
ン
ス
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
大
所
領
は
オ
ラ
ン
ダ
西
印
度
会
社
か
ら
付
与
さ
れ
た
世
襲
の
封fief or 

f
e
u
d

で
遺
言
相
続
を
許

.

さ
れ
て
.い
^
於
、
/.
ー，六
四
.ー
^

1
月

2:
日
附
.で
当
主
ギ
” 

t
l
n
d
i

 

'出
来
る
自

由
が
：認
め
ら
れ
て
以
来
、
封
の
残
っ
て
い
た
本
質
的
特
徴
が
失
な
わ
れ
て
了
っ
た
故
.に
、
;.
最
早
所
領
は
通
常
の
非
封
与
地
と
.化
.し
、
_現

実

：で

.あ

れ

.. 

.
.

.
.

.
.

 

.

.

.
I
- 

r
 

. 
.
 

.
 

f'
 

. 

- 

•

貨
幣
代
納
で
あ
れ
如
何
か
る
奉
仕
に
も
、
又
如
何
な
る
分
割•

譲
渡
権
の
制
限
，に
も
服
さ
办
点
で
、
当
時
の
オ
ラ
ン
ダ
及
び
蘭
領
ァ
メ
リ

.力
植

民

.

- 

- 

,
'■
- (

Q)

：
.
- 

.

. 
-■

.地
の
土
地
保
有
の
.大
部
分
と
異
ら
ぬ
様
に
な
っ
た
と
い
う
。：
他
方
、
ス
ポ
ー
ル
デ
ィ
ン
ダ
は
パ
ト

ルー

，
ン

を

、凡
ゆ
る
狩
狐
権
>
漁
獲
権
:.

水
車

.
;
.
 

.

. 

. 

.

.
-
-、1) . 

.

権
と
無
制
限
....

の
.：刑
事
裁
判
権
を
も
0
て
.
_
v
る
故
に

:
マ
ナ
I
.で
あ
る
'と
し
て
：い
'る
。
_ゲ
ー
べ
っ
ル
は
i
.

「

ア
メ
リ
カ
の
マ
'ナー

を
'理
解
す
る
の
..に
イ
ギ
. 

.リ

.ろ
の
マ
ナ
丨
0:
生
成
と
発
展
を
知
る
事
は
全
く
重
要
で
な
い
。
m
要
な
こ
と
は
人
々
が
一

、

如
世
&
に
そ
れ
を
ど
の
様
な
も
の
と
考
え
た
か
と
い

-:•(2) 

■ 

• 

. 

• 

、
 

. 

.

:.
 '

.

. 'V

う
事
だ

.け
だ」

.

.と
し
て
い
る
。
た
し
か
に
ョ
ー
ク
公
は
、
.
オ
ラ
ン

.ダ
_の
報
復

>
イ
ン

_デ
ィ
ァ
ン
の
襲
撃
及
び
二
ユ

I 

•イ
ン
グ

.ラ
ン

ド

の

共

和

主

. 

義
と
い
うI

一'一*.
の
脅
威
に
対
抗
す
る
為
に
わ
実
質
的
に

.：は
パ
：：ネ

テ

ィ

シ

領

主

や
■

ダ
ー
フ
^
ド

に

私

ゆ

^

国

王

匕

優

る

龈

大

な

権

限

を

与

え

ら

れ
 

て

い
：た
1.
ノ

巨

大

.マ
_
丨
の
創
出
：に
も
か
か
る
政
治
的

:'
.
:
¥事
_

み

が

：考

え

ら

れ.る
：で

あ

る

ヶ̂

建
的』

と
か
、
又

『

隸
農
な
き
封
建
制』

と
か
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
は
-る
よ
り
重
要
な
こ
と」

は
、
領
主
に
与
え
ら
れ
た
強
大
な
経
済
的
政
治
的
権 

力
を
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
と
し
て
理
解
す
る
か
で

'あ
る
。

マ
ナ

I
領
主
は
土
地
所
有
権
、
保
有
地
復
帰
権
、
狩

狐

•
漁

'獲

•
水
車
権
の
外
に 

觀

限

刑

事

裁

判

権

で

文

官

及

び
.聖
職
者
任
命
権
を
与

^
ら
：れ

*
い

た

。
：、_廖

：々

マ

ナ

ー

か

書

、
- 5)

.

 

.

ば
、
例
外
を
除
き
マ
ナ
！
領

主

はc
o
u
r
t
-
l
l

とCGUrt-baron.

の
開
設
権
を
与
え
ら
れ
て
い
た
が
、
.マ
ナ
ー
裁
判
所
か
ら
の
上
.訴
の
記
録
が
僅

か
に
一
例
し
か
現
存
し
な
い
の
で
、
恐
ら
く courtlbaron

.は1

六
九
一
'年
以
前
に
は
存
在
し
た
が
、

cou^t-leet:

は
開
設
ざ
れ
な
か
づ(

た
の
だ

.

.

.

(

16) 

.

•

 

. 

. 

- 

- 

. 

.... 

.
 

•
.
:

ろ
う
と
す
る
の
が
普
通
で
あ

■る
。
併
し
、

マ
ナ
ー
裁
判
所
が
開
設
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、

マ
ー
ク
が
鋭
利
に
も
指
摘

^
た
よ
う
に
ノ
第
ー
に

、

^

民
の
あ
る
者
が
治
安
判
事
を
嫌
惡
し

..た
為
、

11.

コ
ル

'ス
.総
督
は
、

.ニ
'ュ
! 

•，イ
シ

グ

ラ

ン

_ド

か

ら

入

っ

て

来

た

タ

1ゥ

シ

.
コ

ー

ト

制

を.認
め
.た
。

独

立

戦

争

期

-1

ュー

•
3

丨ク
の土
地問
題.

‘

.

一

一

一

 

§

= :
- ■

.



ベ；か
；.
3て
タ
次
ン
.
_都

ぬ

裁

^

^

_

,

マ

ナ

:'
'-.;
|
:
-
_

身
办
^
^

に
自
ら
の
権
限
を
行
使
す
る
事
を
便
宜
と
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
登
録
保
有
制
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
為
、
領
主
裁
判
所
の
登
録
機
能
は
.必
要 

で

:^
か
!:
0
'た
ま

杏

|翁

：ー̂

ジ ̂

マ
ナ
I
領
主
は
上
級
権
力
に
従
厲
尤
站
こ 

ど
|-
ょ
;;
0

質̂
的
^
:*
'^
-^
|

#猜
_
遞
办

:#
:
保
持
{±
}
:
-
来
た
沐
ら
で
^
簿

“敷
^

と
と
に
ょ
.っ
て
代
位
補
充
さ
れ
て
い
た
の
で
、

マ
ナ
ー
裁
判
所
が
.実
際
に
機
能
し
.な
か
っ
た
理
由
も
実
は
そ
こ
に
あ
っ
た
と
考
ぅ
べ
き
で
あ
ろ 

ぅ
問
題
は
こ
の
段
階
の
領
主
権
カ
が
総
中
と
し

^
ど
の
様
な
觀
备
を
も
‘っ
て
い
た
か
で
あ
る
.。
.：

免
役
地
代
の
負
®1
も
領
主
の
地
位
を
示
し
て
い
る
。
巨
大
マ
ナ
丨
領
主
は
免
役
地
代
の
負
担
わ
極
度
に
輕
減
さ
れ
て
い
が
。
.そ
の
上
所
領
規
模 

に
比
し
て
殆
ん
ど
問
題
に
な
ち
ぬ
額
の
地
代
さ
克
.、
.必
ず
し
も
徴
収
さ
れ
な
か
っ
た
。
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
、

フ
ィ
リ
ジ
ブ
ス
、
ヴ
ァ
ン

• 
P
ル 

ト
ー
ス
ン
ト
及
び
ヴ
ケ
タ
‘
レ
：ン
ー
セ
ラ
I
の
所
有
地
で
鋤
を
動
か
し
て
い
る
.者
■

免
役
地
代
増
徴
；め
試
み
が
成
功
し
な
か
.っ
た
.の
は
、ニ

：
つ
に
：は
代
議
院
内
の
他
主
勢
办
ゆ
強
い
反
対
が
ぁ
っ
.た
か
ら
^

^ 0

ハ
1)

.

—*
六
ニ
.一
 
年
の
特
許
状
に
は
土
地
所
省
に
関
す
を
規
定
を
含
ん
で
い
な
.か
っ
た
し
’ I

六
1
1八
％
三
月
.
.ー0 .
日
附
の
特
許
状
ば
現
実 

設
の
為
に
利
用
さ
れ
な
か「

つ
た
。
.ぎ

昏

，
^
0

^

芦

^ ̂

T
e
n
u
r
e

 S
y
s
t
e
m

 

in the 

United states, 

A
m
e
s
,

 

1953. 

p. 

2
09

,
「

ニ
 

.
ュ
丨
';
ネ
>
■
l
ラ
ン
ぶ
濰
洽』

及
び；

^

「

ォ
-
r
v
v
ダ
西
印
食
会
社
.

i
::
.の
背
景
及
び
性
格
に
_つ
い
て
は
、

^
塚

久

雄『

株
式
会
社
発
生
史
論』

^

I

H

^

V同 

一

「

十
七
世
紀
に
お
..け
る
東
印
度
貴
易
と
新
大
陸
賀
易
と
の
：対
立」

.「
ゥ
ィ
：ル

レ

ム
ユ.セ
.リ
ン
ク
ス
の
眼
に
映
じ
：た
る
東
印
度
貴
易」

(

.と
も

に『

近
^
資
本
主 

一
，
義
の
系
譜』

'' 所
収)

>
;
'
同

「

十
七
世
紀
初
頭
に
お
げ
る
和
蘭
商
業
資
本
躍
_

紘
済
的
基
礎」

'

(
「

社
会
経
済
史
学」

第
四
卷
第
九
8-
、
同

r

ォ
ラ
ン
ダ
型
質
易 

:■
■国
家
の
生
成」

.( 『

西
洋
経
済
史
講
座』

^
所
収
^

栗

-^
福

也

-^
近
世
前
期
ォ
ラ
シ
ダ
毛
織
紙
業
一
—
ラ
ィ
デ
ン
毛
織
物
寒
の
場
合」

( 『

社
会
経
済
史
大
系』

IV
所
収)

、Nissenson, s. G., 

T
h
e

 P
a
t
r
o
o
n
V

 Domain. 

N. Y
.
,
1937. pp. 

W
L2o

#
fi
。

广2) 

MacDonald, William, Select Charters and 

Other D
o
c
u
m
e
n
t
s

 

illustrative 0
f
A
m
e
r
i
c

&>;n.Hist0ry;16
〇6

l
l
7
7
5
.
N
.
Y

 

1906. pp. 

4
3

 

-
5
0
.

所
収
。

I

I

 

op'cit., 

pp. 

2
T
3
0
;

 

Osgood, 

Herbert !,, 

T
h
e

 

A
m
e
r
i
c
a
n

 

Colonies 

iiv 

the 

Seventeenth 

century. 

3 

VOIS. 

K

 Y
.
,
1904. 

y
o
l
.
n
.

 pp. 

30 
丨 3

1
;
B
i
d
w
e
l
l
,
p
i
y

 

Wells and 

F
a
l
c
l
r
,

 

J
o
h
n

rHistory of. Agriculture 

in 

the Northern 

United

states. 

1620

丨1

OO6
0
.
N
.
Y
.
,

 

1941. 

pp. 

62

丨6
3
.

拙

稿

「

植
民
地
ア
メ
リ
ヵ
の
土
地
問
題」

：
'
s
 

■
(
0
0
)

そ

の

中

最

も

有

名

な

も

の

が

*

同

会

社

重

役 

'商

人

K
iiia

e
n

 

V
a
n

 

R
e

iila
e

r

の

そ

れ

で

あ

っ

た

こ

と

は

周

知

の

如

く

で

あ

る

。

レ

ン

セ

ラ

ー

‘一
派 

は

同

会

社

内

部

で

は

、

.純

然

た

名

1
拿

捕

•
商

業

派

に

激

し

て

、

舶

載

拠

点

と

し

て

の

農

業

植

民

地

建

設

を

主

張

し

て

い

た

。

H
a
rris

-
 

o
p

.  

c
i
rp

.  

2
0

9
.  

(

4)

こ

わ

ら

の

中

ヴ

ア

ン

•
レ
ス

.セ

ラ

ー

、

リ

ヴ

ィ

グ

ス

ト

ン

、

フ
-ィ

リ

ツ

ブ

ス

及

び

ヴ

ア

ン

'.
-

コ

ル

ト

ラ

ン

ト

領

が

農

民

の

攻

撃

の

的

と

な

っ
た

点

は

後

述
 

す

る

.0
イ

ギ

リ

ス

総

督

中

フ

レ

：
ツ

チ

ヤ

I
、

コ
I

ン
バ
リ
ノ
モ
ン
ト
ゴ

メ

リ
ー

、

コ

ス

ビ

ー

、

.ク
ラ

.丨
+ク
及

び

ク

リ

ン

ト

ン

•ら

は

莫

大

な

面

積

を

収

賄

に

ょ

り
 

句

与

し

「

公

共

道

徳

の

最

低

水

準

に

達

し

」

、

ベ

ロ

モ

ン

ト

、

ハ

ン

タ

丨

及

び

パ

丨

ネ

ツ

ト

ら

.総

'
■
.

努

力

も

-.
,
の

放

^

と

腐

敗

を

如

何

と

も

す

る

事

が

出

来
 

な

か

っ

た

。

マ

I

ク

は

ぺ

総

督

と

彼

ゼ

と

り

卷

く

植

民

地

大

地

主

.
大

商

人

と

本

国

議

会

の

結

，合

が

、

清

廉

な

.総

督

に

と

0
て

余

り

に

強

大

で

'
あ

っ

た

こ

と

を

詳
細
に
述
べ
て
い
る
'.
0:穿

k,Irving, A
g
r
a
r
i
a
n
o
o
n
m
c
t
s
i

 
ド 

1711—
1775. 

K
Y

'
1

_

 

pp. 

1
9
1
4
9
"

 

Fox, 

Edith.

M
:

 L
a
n
d

 

w
s
c
s
o
o 

 ̂

o
o
i
^
,
. 

s
p
o
p
- 

拙
稿
紹
介「

ア
メ
リ
ヵ
植
民
地
に
於
け
る
土
地
投
櫸
のT

研
究」

(
「

社
会
経
賓
也 

:

学」

第
一
ニ

卷
第
五

'
六
号)

-

.

.

A
5
'

)

...
 Osgood,. op.:c.it.,.:n. pp....31132.;. 

Harris,, op., cit., ;pp...212—
214; Bidwell and. :Falconer,'..op; cit., .pp.

...

63—
6.4

广
s 

.

エ
イ
ブ
ラ
パ
ム
•
ダ
ン
パ
イ
ス
タ
|
の
葬
儀
に
は
植
民
地
の
自
ぼ
し
い
大
土
地
所
有
者
が
多
数
1
戚
と
し
.て
殉
席
し
た
し
、
ま
た
ダ
ラ
ン
.シ
ー
家
や
リ
ヴ 

ィ
ン
グ
ス
ト
ン
家
の
葬
儀
の
場
合
に
も
同
様
の
現
象
が
見
•̂
れ
た
。
彼
ら
は
相
互
に
姻
戚
と
し
て
結
び
つ
1>
,て
い
た
。
又
ー
.七
三
〇—

ー
七
七
.六
年
に
、
最
高 

裁

の

首

悟

乳

事

一

一

一

名

中

】
一

名

(James D
e
L
a
n
c
e
y
,
| D

a
n
M

 

H
o
r
s
e
m
a
n
d
e
n
)

、：
陪
席
判
事
十
名
中
九
：名

(James 

D^Lancey, 

:

Frederick 

Philipse, 

d
. 

^
.

3

- 

1

七
五
〇
|

1
七
七
六
年
の 

registelv

TOurrogate 

(

登
記
官
、

遣
言
検
認
判
事)

七 

名
中
六
名
' (p

h
i
l
i
p

: Kvilton,: G. B
a
n
y
a
r
'
E
d
w
a
r
d

 

F
a
n
n
i
n
g

ら
大
土
地
機
業
者
他)

、

海
事
裁
判
酥
判
事
四
名
の
全
部
9

.

&1*3
6
旨

|

ロ
ら)

、

一
七
五
一
ー
ー
七
七
六
年
の
検
_
総
長
四
名
の
全
部(

姜

，3
3
第

琴

3

. Ke
m
p
e
v
.
T
.
w
e
m
p
e
,

及

び
U
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
の
義

兄

弟

J
a
i

 D
u
a
n
e
)

、
 

ー
七
ー
ー
0
丄

七

七

，六
年
の 

p
t
t
o
i
y

 

三
.三
名
中
三
〇
名

8
.
. Horsemanden' Livingston 
家
、V

a
n

 Cortlandt 

-

象
、，Smith 
家
、Peter V

a
n

 sch- 

aack 
ら)

1
七
五
70
^
ー|
七
七
六
年
の
参
?'
ー
八
名
中
ニ
五
名(

p
w
o
r
i
a
n
d
e
n
,

 Alexander 
家
、John 

Watts, 

Smith 
家
、Ph. 

Livingston. 

:.,.,DeLancey 
家
ら
^

代
議
院
_ 
員
の
一
部 

S
.
0
.
 

Bayerd, H.' Beekman, 

G. 

Clinton, 

.DeLancey 
家
、L

i
v
i
n
l
n

 

家
"Frederick 

Philips©. 

Philip s
c
h
u
y
l
e
l
v

-serre V
a
n

 Cortlandt, J. B..van Rensselaer, 

John 

W
a
t
t
s

 

な
ど)

は
大
土
地
所
有
者
に
ょ
り
占
，め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
彼 

ら
は
公
職

を
い
く
つ
も
兼
ね
て
い
た
。
彼
ら
の
中
に
後
述
の
王
党
派
と
し
て
財
産
を
没
仏
ヌ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。Mark- op. 

c
ir

§

00
01
丨
i
,

<
?)

そ

れ

ら

は

-体
•ョ
I 
ロ
ツ
パ
の
封
建
的
荘
園

-
-
古

典

か

か

|^
'
の

そ

れ

で

な

い

こ

と

は

1石

ぅ

迄

も

な

い

一

-

と
.対

比

出

来

る

の

か

否

か

。

出

来

る

と

す

れ

は

ど

の

様

な

意

味

で

、.；
ど

の

様

な

点

が

対

比

さ

れ

る

の

か

。

出

来

.な
い

.と

す

れ

ば

、

ど

の

様

な

意

味

で

然

る

の

か

。

問

題

の

解

明

に

は

広

汎

な

視

と

.鋭

利

な
 

独

立

.戦

争

期

ニ

ユ

！

,3
1
ク

の

土

地

問

題
：
. 

. 

五

(

六

ニ
三

.

V  

、



',
:
分
析
を
耍
し
，
^
の
_
難

さ

：
は

筆

哮

の

餡

カ

：
に

余

る

，

ニ

/'
:

;
:,.
:

V

5
 

ク
ン
、
，
：

'
.
:
v
:

グ
ノ 

(

8) 
Mark, op. 

c
i
r

p. 50.

(

9

\ 

.

受
封
に
際
し
て
の
.忠
_
宣
誓

.

h
oma

g
e
:

や
儀
式investiture

は
も
は
.■や
：「

無
意
味
な
l—*
象
徴」

に
す
ぎ
な
く
な
っ
て
■.い
'た
。_Nissenson..'op. 

cit.,

p..332. 

..
 

.
 

, 
■ 

V 

. 

.

.

.

. 

. 

.. 

.

. 

- 

.

:.

(

o) 

Nissenson, Ibid: pp. 3
2
9
1
3
3
2
;

同
様
の
見
解
を
ゥ
エ
ス
ト
チ
ic
ス
タ
ー
郡
史
の
著
者
ダ
ラ
ン
シ
!
も
表
明
し
て
い
る(DeLancey, E

d
w
a
r
d

 Floyd. 

T
h
&

 origin and 

history of mano
r
s in the N

e
w

 

York,, a
nd in the Counter of Westchester, 

(scharl 

Thomas, 

History of "Westchester 

c
_
t

デ 

N, 

F
:

 Philadelphia, 

100
00
6
. 2vols, 

v
o
l
.
L

 

pp. 

3
1
1
1
6
0
)
。

但
し
、

一
 

A
八
五
年
一
一
月
四
日
の
特
許
状
は
荘
園
裁
判
所 

i

n

 

c
o
u
r
s
a
r
o
n

開
設
権
、
地
代
.不
払
.に
対
す
る
差
押
権
を
与
え
て
い
る
。M

a
r
k
,

 §
d: ，

p. 

5
L

 

note 

7

_ン 

' 

. 

. 

(

u) 

M
a
r
k
. 

Ibid.., 

p, 5
1
,
note 6.

(

12) 

Mark. Ibid., p. 

52, n
o
t
e
1
2
.

傍
点
筆
者
。
ゲ
ー
ベ
ルG

o
e
b
d

は
特
許
状
•土
地
保
有
制
度
及
び
木
国
対
植
民
地
関
係
を
分
析
し
.た
結
果
、

—
ュ
！ 

ョ
I
ク
の
マ

ナ
ー
は
法
律
的
政
治
的
に
封
建
的
だ
と
結
論
し
て
い
る
。Mark, Ibid., 

P
.

 

52.

.

(

13) 

ニ
コ
ル
ズ
総
督
も
ト
ラ
ィ
オ
ン
総
督
も
か
か
る
見
地
か
ら
考
え
て
'い
た
.と
：
い
：
ぅ

。

Mark, Ibid.vp;53

丨54, 

n
o
t
e
16; 

Andrews, 

ch. 

M
:
T
h
e

O
O
^
O
P
E 

0
 ̂

12L

(

14) 

Mark, .Ibid.,.. p'.55.

.痛
烈
な
皮
肉
、
.否
、
問
題
.の
困
難
さ
丨
.
.
.
.
.

(

15) 

Lloyd m
a
n
o
r
.

の
場
合
。.Mark..

.
 Ibid:. .

P
.

 

56 note.2
00'

(

.6) 

G
o
e
b
e
l

はn

丨
ト

•
バ
ロ
ン
は
記
録
さ
れ
な
い
こ
と
、
現
実
に
運
営
さ
れ
た
マ

ナ
ー
裁
判
所
の
為
の
伝
聞
証
拠hearsay e

v
i
d
e
n
c
e

の
み
が
残
っ
て
い 

,

る
た
め
に
、
か
か
る
記
録
が
残
っ
て
い
る
場
合
に
■の
み
.開
設
さ
れ
た
の
だ
と
考
え
る
人
が
あ
る
の
だ
。
と
指
摘
し
、
そ
の
開
設
可
能
性
を
認
め
つ
つ
も
、
史
料 

の
欠
如
の
故
に
街
論
を
保
留
し
て
い
る
。.(Mark. Ibid., 

P.-
5
7
. 

note 3
3
)

そ
れ
は
と
に
か
く
、
問
題
.は
以
下
の
点
に
あ
る
で
あ
ろ
ぅ
。

(

17) 

A総
督
h
植
民
#
高

級

錄

を

ブ

:̂
:
|-
:領
お
^
と
0'
,

膨̂
：じ
^
癒
着
関
衡
に
つ
：ぃ
も
^̂

%
瓦
6
警
吏

0-
^;
ナ
—
既

*:
'
^:
ル
_
ざ
れ
.な
が

0:
'た
。'.
'

'

又

1/
ン
.セ
ラ
ー

、
ゾ
ヴ
ィ
ー
ダ
大
ド
ス
及
：び
コ
ル
ト
：ラ
ン
^
の
.ー
ー
ー
大
マ
ナ
|
ゆ
植
民
地
議
会
に
代
表
を 

送
る
権
利
を
与
え
'̂

れ
て
い
た
。
^
1
|
|戸

0
^
2.
1
.
,
_ 

2
3
9

丨
2
4
1
,
2
7
5
;
—

炉
务
^

(

18) 

¥
出
、
：前
撤
書
六
九
l

rb
m
參

愈

：：前掲
論
文
三

0;
ー«

:
 

い，
5

」
「

社

会

経

済

史
 

.学」

.

^

3
 卷 

号)

.

.
、
C
 
. 

ノ
 

' ,

ハ 
V
 

V
:
'
:
.-
:::
'
ヘ
ン

T

 
ん

(

19)

免
役
地
代
が
.一
〇
〇
ェ
ー
カ
ー
当
り
小
麦
一
ブ
ッ
'ゾ
ェ
ル
又
は
ニ
シ
リ
ン
グ
六
。へ
ン
ス
'

(Nettels,: Curtis, 

p: 

The Roots of 

AmericanQvili-

:
z
.
a
t
i
o
n
/
.
N
.

 

.
Y
:
.
.
:
1
9
3
3
,

 

p
:
.

 

3
0

9
B
i
4
.
w
e
l
l
'
a
n
d

 

.
p

8̂

§

r<
.
 
§
.

o

l

.' r

.
p
, 5

4
「

,

^

'

J
cr
i
d
.
v 

p
.
'

6
e

.
 

_で
.
あ
づ
.た
.
の
に
、
驚
く
> /
]

.れ
、
.
.
：コ.
.
.ル
ト
ラ
'-
/

ト
領
八 

六
、

0

0

0
エ
丨
ヵ
I
に
対
し
て
四
〇
シ
リ
ン
グ
、
.:

フ
ィ
：リ
：>
プ
ス
家
ー
5L
エ
ハ
，
〇
〇
〇
エ
.
丨

ヵ

ー

に
'対
し
四
ポ
ン
ド 
一
ニ
シ
リ
ン
グ
、
リ
ヴ
ィ
'/

グ
ス
ト
ン 

.

s

1
3:
〇
、
o
〇
o
エ「

I

力
！
に
ニ
八
シ
1
ン
グ
、：

レ
ン
.セ
テ
ー
ズ
.

ヴ
ィ
ク
'一
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
エ
.丨
ヵ
ー
'に
対
し
.小
麦
五
〇
ブ
ッ「
シ
エ
ル…

.…

で
あ
：つ 

■ ^
■

f

k
.

 

I

b

i

d

r

p
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d>
:
:0
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N
i

s
s

e
n

s
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I
b
i
a
.
,
p
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5
1

3
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'
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.
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p
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o
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方
、：'

 

こ
の
.よ
う
な
領
主
支
配
下
で
[f
t

民
は
：ど
：の
よ
う
な
条
件
の
下
に
あ
づ
た
：：か
。
,:

べ
_ロ
モ
^

「

封
建
的
生
従
制
：

vassalage 」

と

-

.

.

•

.

.

.

;

(

?1)

-
-

呼
び
、：
コ
ー
：ル
デ
ン
ー
総
督
も
'-
I
N
T
,
ギ

リ

ス

：
，
の
：
普

通

：
の

農

民

よ

：

A
ど
う
み
て
も
劣
る」

ど
し
た
ニ
ュ
.I

，

3
丨
ク
，の
農
民
は
ど
の
様
：な
条
件
で
土
地 

1

得
し
I

彼
ら
の
S

利
用
の
f

紀
の
自

由

^
有
地
の
譲
^

に
あ
つ

て
は
：、
完
全
所
有
権Q

譲
渡
で
あ
'る
に
拘
ら
ず
、：

永
久
に
年
：々

現
物
又
は
貨
幣
で
地
代
を
支
払
う
こ

と
、
水

审
 

権
及
び
採
掘
権
は
譲
渡
者
が
保
留
し
、
保
有
地
の
第
一
一I

者
べ
の
譲
渡
に
際
し
て
は
，譲
渡
価
格
の
1
1T
又
'は
1
1
4を
譲
渡
者
.に
納
入
す
ベ
き
こ
と
、

.

 

-

 

-

.

r

-

 

'

 

.

 

:

■

\

 

. 

r

 

:

 

. 

-

 

,

■

.

,

 

,

契
約
不
履
行
時
に
は
譲
渡
者
に
よ
.
.る
土
地
取
上
げ
が
許
さ
る
べ
き
こ
と
、
場
合
に
：
<3
:
;つ
て
は
賦
役
の
提
供
、
免
役
地
代
の
支
払
な
：ど
を
も
規
定
し 

て
い
る
。：.定
期
借
地
■に
あ
、つ
：て
は
：、
。期
限
は
，1

|ー
ニ
1
^.
又
は
そ
れ
以
±
で
％ 

領
主 

:に
有
利
：な
保
有
地
復
帰
権
.は
鐵
民
に
不
利
な
契
約
を
強
い
る
こ
左
と
な
る
。/
加
えP

マ
チ
ー
固
有
：の
慣
習
が
あ
ヶ
、；
代
議
院
選
挙
に
際
し
て
は
領

.

.

. 

•

 

.

ニ.

 

•
•

 

••
..
*
 

..

..

..
 

ノ
.

 

…

.

主
の
特
別
選
挙
区
，|

片
6
ぎ̂

3
兵
げ
：；と
し
：て
：：マ
ナ
ー
が
用
い
：ら
れ
る
め
：を
助
け
ざ
る
を
#.
-^
い
し
、：(

：僧
職
*

権̂
/
教
会
生
活
の
監
督
な
ど
は 

農
民
に
と
づ
.て
：マ
、
ナ

-1
,
:
'と
そ
.：の
領
主
を
頗
る
.不
快
な
も
の
に
し
^

、̂
.何
に
も
ま
し
て
農
民
の
意
欲
^'
--

そ
い
だ
の
は
、
，：保
有
榷
の
不
安
定
と
劣

ノ 

.

.

.

.
3

)

：
,:
.
:
.
. 

.

.

. 

■ 

\
.

24
.

)

.

.

.

惡
さ
で
あ

つ：た

。'.
'

,

若
于
の
大
所
領
の
例
を
見
る
：と
'-
'

レ
シ
：セ
ラ

ー
家
は
一
七
世
紀
末
以
後
に
.は
売
却
を
•し
な
い
方
針
を
堅

持

し

、
：：
現

物

(

小
表
.

.. 

.

.

. 

.

.

. 

. 

:

鳥
又
は
両
者)

か
貨
幣
形
態
'の
永
久
地
代
と
：
，r

¥
又
：は
.
1
|
.

:4
'

伐
木
権
が
保
留
さ
れ
、
裁
判
梅
に
.服
せ
し
め
^
れ

た

:0
定
期
借
地
期
限
：は
.：：1
;
:

七
世
紀
^
で
ー
-
-

一
：
一
：
一
；
年

(

大
抵
：六
年)

、
'

 

十
分
の
.一
税
を
負
担
し
、

• 

: 

........
 

.

.

.
 
.

 
-

 

r

 

...

.
 

.

 
、

-

 

..

.

毛
皮
取
引
の
，禁
止
、
:'
'許
可
な
く
じ
て
め
外
来
者
0
宿
泊
禁
止
‘：
1
:

八
世
，紀
於
は
借
地
期
»3̂

保
有
地
復
帰
権
の
留
保
、':
地
代
に
加
え
て
一

.
独
立
戦
争
期
ニ

 (

ュ
.！

>
.

丨
^
の

土

地

問

題.
.

.

七

.〈

六

ニ
71)



切
の
公
租
公
課
の
負
担
と
い
う
、が
如
く
で
あ
.っ
，が)

。
リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
ト
ン
家
の
場
合
も

同
様
'で
あ(

沾
。

ヴ
ァ

ン

•
コ
.ル
ト
ラ
ン
ト
家
の
場
合
は
、

僧

-i
t
■

指
^§

な
^

:»
»
か
.：m

及
び
ン
、地
代
^.
^
額

■
:'
;
-価
拖

;?
-
翁
食
ぇ
ば
売
却
の
；意
志
あ
り
，
.豪
の
相
手
を
選
ば
ず
、
契
約
更
新
も

ル
ト
ラ
ン
ト
領
農
民
の
地
位
を
前
二
者
よ
り
幾
分
良
好
な
も
の
と
し(I) 。

フ
イ
リ
ッ
プ
ス
家
の
場
合
、

ハ
イ
ラ
ン
ド
ニ
テ
ン
ト
で
は
小
宮
農
の 

多
く
は
当
初
力
ら
の
農
民
で
、
四
,
の
保
有
地(

九
、
四
〇
〇
ヱ
丨
ヵ
丨)

か
ら
ニ
〇
〇
ポ

ン
ド(

平
均
ニ
0
〇
エ
丨
ヵ
丨
か
ら
四
ポ
ン
ド
の
地
代
}
を
徴 

:

収

t
て
リ
た
ん
.フ

汪

;'
!
:
■
;#
り
と
も
売
却
せ
ず
，
借
地
証
書
さ
>%.
作

成

せ

ぬ

，
ー

代

肢

り

の

契

約

で

、

遺

_

は

領

 

I

許&

塞

$

小
'#
農
が
星
の
改
良
を
売
却
す
る
に
は
領
主
の
同
意
秀
売
却
価
格
：？

I

I
認
許
料
を
要
。：ス
ヵ
十
ラ
丨
領

,
デ 

ュ
丨
ァ
ン
領
で
も
事
情
は
同
様
置

.

.っ
：：

■
.
か
く
の
如
4

に
惡
影
響
を
与
：克
た
摩
は
明
白
：で
あ
る
。：
コ
ー
ル
.デ
ン
.総
督
に
.よ
る
と

、
' 
ラ

r

‘
ョ

ー

ク

；
は

他

の

：
植

民

地

：
に
.比

較

し

で

人

ロ

増

0̂
率
が
低
度
で 

あ

り

.マ

ナ

ー

の

近

く
.

(

内
^E

に
で
は
な
V
!)
：に
定
着
改
良
す
る
事
.は
、
-;
:;
.
マ
ナ
ー
の
境
#:
.拡
大
と
そ
れ
に
.伴
な
う
不
断
：の
係
争

•
.裁
判
の
為
に
、

31
-
#
1に
と
.り
破
滅
.を
意
味
し
た
と
い
う
。
し
か
も
I

拿

は

、
：
：
：
か

の

*
投
機
業
者
：ピ
丨
卢
^

る

又

イ

ギ

リ

ス

I

の
ヲ
モ
ン
口
丨
の
導
入
は
植
民
地
：の
地
主
層
に
有
利
：I

用
し
た
。：：
登
記
制
度
い
抵
当
権
登
記
制
、
，土

地

簾

蟹

関
 

係
法
な
ど
は
地
主
層
の
権
利
を
保
障
せ
ん
と
す
る
努
カ
の
.線
果
で
あ
る
>
.

:

限
嗣
相
続
制V

長
子
相
続
制
も
土
地
貴
族
の
発
展
に
寄
与
；J
e。：
か
く 

て
大
土
地
所
有
者
の
支
配
は
確
立
し
た
。T

鋤
を
ひ
く
手
は
：法
を
書
く
手
で
は
な

か

っ
.ぼ

^

^

^

^

^

^

:

以
上
述
へ
た
所
で
明
白
な
様
に
、

マ
ナ
ー
制
下
.の
小
農
民
の
経
営
の
改
良
.
自
由
な
発
展
に
と
.っ
て
桎
梏
と
な
っ
て
い
る
の
.は
、
差
当
り
、
他
日 

1

限
の
短
か
さ
，
保
有
権
の
不
安
定
、
.地
代

，
公
粗
公
課
：の
負
担
、
譲
渡
認
許
制
な
，ど
、で
あ
り
ノ
^̂ 

農

民

の

志

客

f

 

.る
権
利
の
弱
さ
で
あ
る
ノ
そ
し
て
ぞ
の
：根
底
に
f

も
め
は
太
領
主—

農

民
を
め
ぐ
る
志

.
富

皆

で

あ

り

、
更
に
そ
の
背
後
に
は
こ

の

大 

領
主
制
を
足
.が
か
り
に
し
て1

M

 !

イ
ン
グ
ラ
ン
ド(=£

か
の
：；「

タ
ウ
ン
"•
シ
ス
テ
ム」
に
よ
つ
て
創
出
さ
れ
て
来
る
H

_

K >
、
そ
の
政
治
的
要

求
で
あ
る
共
和
主
義
、.';
宗
教
的
な
そ
れ
で
あ
る
■ピ
.ュ
ー

.»
;
.タ
.ーー：や
6'
.
:を
抑
圧
し
よ
ぅ
と
し
た
ィ
ギ
リ
ス
：本
国
が
あ

.
0た
^ ̂

大
領
主
制
の

9 

9 

> 

.

こ

ぶ

を

小

生

産

者

，
小

市

民

が
'爆
破
す
る
こ
と
に
よ
？
て
解
決
さ
れ
る
。
：而
し

.て
へ
^>
0 .
^
^
^

党
派
財
鹿
の
売
却
.と
そ
の
社
会
的
分
布
が
：と
.り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
実
は
こ
ぅ
し
た
関
速
に
お
い
て
な
.の
；で
あ
る
。
:

■ 

-

(
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M
a

r
k

,

 

C
P
.
,

 

c

i

r
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(
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.

.

.

.
こ
：
.
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:

(

s
 

そ
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p
a
t
e
r
n
a
l
i
s
m

^

o
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'r
.g
f

n

^
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o

p

.

c

i

r
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^

::
, 
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' 

、 

24) 

Nissenson. 

Ibid: p. 

400
S
.
; 

M
a
r
k
,

 Ibid: 

pp. 

6
6
-
6
7
.

不
売
主
義
に
対
す
る
農
民
の
攻
撃
は
反
地
代
闘
争
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。Cheyney,

(

25) 

N
i
i
n

 昌
，
！bid., p. 44, p. 

5
4
，
以
下
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i
d
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p
p
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7
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丨

7
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(

2 9

,

「

ハ
.
ド

；ス
ン
.
河

を

被

れ

ぱ

ジ

；ャ
'丨
ジ

ー

で

は

自

由

保

有

取

至
^

-

■

ン

氏

：の

劣

惡

な

小

作

人

に

な

ろ
:-
5
;

な
^

> 1
-

い
5 ,

馬
'鹿

者

が
.ど

こ
^

い

る

が

」

.

と

は

総

督

べ

ロ

モ

ン

ト
.

の

言

で

あ

る

。
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王

党

派

财

產

の

：
没

収

は

:'
二
七
：七
五
年
八
月
一
一
.

一

日
期
敵
行
為
者
の
武
装
解
^'
，
'

拘
禁

>

產̂
管
理
泠
規
定
じ
た
.法
律
に
'1
|
及
し
1

“
:0
,:翌
七
六

'

• #
1

立
戦
.净

期

-ニ

.ュ.
|

-

ョ
|

ク

の

土

地
.
問

題

，:.
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'
'
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九
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六

ニ
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；
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V
.

'

. 

. 

. 
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 (

六
.一

T

八)

：:: 

年
六
月
大
陸
会: *

は
反
逆
萍
を
規
宠
き」

:-
.

3

:3
:

3

の
.么
売
な
ど
の
.た
め
に
ィ
ギ
.リ
ス
支
配
下
の
地
域
を
除
く
.各
郡

に^
^
^
0
1
c
c
o
m
m
i
s
s
i
9
n
e
r
s
.
o
f

 

Sequestration 」

.が
任
命
さ4^

1 。

委
R 

の

活

ほ

各

,

ょ

-̂
異

众

豕

、「

義
務
^
怠
た

:0
た

歲

象

::
?
在

^
 ̂

賣

を

監

督

す

る-K

名
か
ら
成
る
委

員
会
力
設
け
ら
れ
.た
■の
は
興
味
深
い
。
本
稿
で
は
1 /
'
备
の
没
収•

公
売
に
.つ
い
て
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す(

^ 5
:<
>
不
亂
.産
の
^.
'
収
を
求
め」

こ
法
案
は 

当
初
猶
々
の
：理
由
.で
成
立
し
^
か
；っ：た
が
；
、
'
:
: 
七

：
七

九

乘.
10:
月
一
：一
.
：
マ
瓦

.囊

上

f

/
I
,
有
罪
と
断
じ
、
財
産
の
没
収
、
邦
£
で
発
見
さ
れ
れ
ば
処
刑
さ
る
べ
き
こ
と
、
起
訴
さ
れ
て
：出
廷
：し
な
い
場
合
は
全
財
産
を 

没
収
さ
る
ペ
渠j

上
_

%
備

龙

逢

。：a

 

9
.3
:
跳

_

屯
_

.

、
■
.«
:

■

蒙

黯

名

'
:
#象

判

事

一

；
一
名
、

検

事

総

長

一

名
、

エ'

'
ス
ー
ク
ヮ
ィ
ア
一
：
一

四

名

-
そ

の

息

子

ニ

名

、
-一
r

,
ヨ
d 

ジ

.
ヱン
ト
ル
マ
ン
：四
名
、

ニ
ユ
f 
•
:ヨ
ー
ク

IT
ぶ」

し

.名
、;'
聖

職

證

.、
名

フ
,:
3

|

.げ『
 ̂

「

邦
の 

大
き
な
地
方」

毎
.に

「

没
収
委
員a

m
E

s
i

o
l

l
e

r
s

ョ 

丨
/
v:f
f
jを
含
む)

キ

ン

グ

ろ

ク

ィ

パ
ン
、ス
、
.リ
ク
：チ
モ
ン
；ド
、■
サ
フ
ホ
ク
及
び
ゥ
エ
ス
ト
チ
エ
ス
タ
I
の
諸
郡
を
含
む
南
部
也
区
ニ
名
、

ハ
ド 

ス
ン
河
流
域
の
ダ
ッ
チ
ズ
、
オ
レ
ン
ジ
及
び
ア
ル
ス
タ
ー
の
諸
郡
を
含
む
中
部
地
区
一
名
、

シ
ャ
丨
ロ
ッ
ト
、
カ
ン
パ
丄
フ
ン
ド
及
び
グ
ロ
丨
ス 

ク
■

を
脅
む
東
部
地
区

--
-
.
:
名
、
.：オ
ル

.

.達
の
顔
觚
れ*

一'識
ル
て
，へ
ひ
と
は
そ
こ
：に
.か
の
。ハ
ト
ル
ー
ゾ
、
，
沈
丨
領
主
：的
大
土
地
所
_
者
り
备
を
発
見
し
て
驚
く
で
あ
為
。
委
員
会
は 

.没
収
則
産
の
処
分
に
当
り

^
の
原
測
を
以
て
し
た
。
.公
売

は

該

財

產

の

：
所

在

す

名

郡

每

：
に

::
.
'ー
5
以

'±
の

新

聞

に

六

週

間

前

か

ら

公

示

し

て

行

 

わ

れ

る

：
べ
：
く

、

'入
札

俪

格

が

：
震

会

の

：：
評

'1
1
額
.に
達
む
な
い
場
合
は
売
却
は
延
期
:1
,、へ.適
当
な
入
札 

認
め
ら
れ
た
.。
：
没
収
財
産
に
関
ず
_る
抵
当
榷

.
廣

権

の

參

理

^

関

レ

.て
行
わ
る
ベ
.く
、
；.代
金
は
1

T
を
：購
入
時
に
ぃ
残
頟
を
匿
期
限
以
内
：

(

後
に
は
九
，I

フ
，
次

.い

で

四

力

月

)

：
に
：
支

払

ぅ

ベ
.き
；̂

、

委
員
丈
：権
利

' 

(

2)

..

証
を
発
行
し
、
各
郡
毎
に
地
図
•
報
告
書
及
び
売
却
摘
要
を
作
成
す
べ
き
こ
と
、
没
収
委
員
が
職
権
を
利
用
し
て
土
地
投
機
を
す
る
事
は
厳
禁
さ

13) 

; 

, 

(

.4)

る
べ
き
こ
と
、
委
員
は
そ
の
労
働
に
対
す
る
報
酬
と
む
て
手
数
料
又
は
日
当
を
支
給
さ
る
べ
き
こ
と
ぢ
売
却
地
ぱ
適
宜
分
割
し
て
可
な
る
も
ー
区

.

.

' 

.

.

.

.

. 

• 

. 

■

.5)

.

— 

ノ
'

il
i
が
五
O
O
H
. 

|
ヵー

を
令
又
.る
ご
：.と
は
好
ま
し
か
ち
ざ
る
こ
.と
な
^
が
規
定
.
-§
れ
た
。

....
 

.

.

•

.

.

.

 

.

.

.

.

.

 

.

.

 

.

.

.

 

.

.

.

 

'

-

J

 
—

 

•■-
•
.
.
.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

(

1)
Flick, A

lexander c
k
r
e
n

o;e, 

L
o
y
a
l
i
s
m

s-N
I

Klork 

during 

the 

A
m
e
r
i
c
a
n
w
e
v
o
l
u
t
i

opn,. 

N
,

 Y
.

1
9
0
1.
广 Co

H
m
l
i
a

 

University 

Studies in Histor 
デ E

c
o
m
m
i
c
s

 a
n
d

 

Public 

L
a
w
,

 

Vol. 

X
I
V
.

 

No..1)

p
p136

丨137.

(

2) 

N
e
w
'
Y
o
r
k
,

 wings, 

Q
u
e
e
n
s
'

-Wchmond, Suffolk 

■の
各
部
は「

ロ
ィ
ャ
リ
ス
ト
の
堡
塁」

で
あ
り
、

一
七
七
六
年
九
月
か
ら
七
々
年
間
ィ
ギ
リ
ス 

の
支
配
下
に
あ
っ
て
、'
委
員
は
任
命
さ
れ
な
か

っ

た

。

ゥ

.
ェ

.ス
卜
チ
ェ
ス
タ
ー
郡
の
み
は
没
収
委
員
会
の
働
い
た
■唯
一
.の
郡
で
あ
る
。Yoshpe, H

a
r
r
y

 R
, 

The Disposition of 

 ̂

0
 ̂

?
 

T
O
S
® 

of 

N
e
w

 

York. 

N. 

Y
.
1
9
3
9
.

 

{Columbia 

University

(

3) 

Flick, CP. cit., D
，
139 s. 

-
,
/
,

〈

4) 

Flick, DDid.'pp. 

l
4
Q
l
l
4
1
'

 

'

.

(

5)

動
産
の
没
収
，
鹿
却
に
つ
い
て
は
+PJ

S-
F

roid., pp. .141

丨145.

(

6) 

Flick, Ibid., 

D
.
146. 

.

.

(

7) 

Flick, Ibid., p.p. 

1461149.

(00)..

そ
の
.名
前
に

0
%:
>
て
'.は
.自

皆

§̂

.

.
0
.
:
1
4
7
;
.
.

叫
0
8̂
气 

.パ 
9
} ..Flick,, Ibid.,':pp; 1

5
0
J
l

ol3;..'Yoshpe, .

■gd.':p ，：.24.

...'
西
部
の
：
.

Jeremiah .van.. Rensselaer':

南
部
■の
.
'
.

Isaac 

stoutenburgv.

.

 

Philip 

.van 

0
|
ぽ
&

な
ど
ば
大
土
地
所
有
者
の
ー
族
で
ぢ
る
。

--
:

(

10) 

Flick, Ibid., p. 

149; 

Yoslbpe, Ibid., p. 

25.

(

12) 
.

 

Flick,
.'Ibid., p. .150; 

Yoshpe,'Ibid.r p. 26
,

こ
■の
.Abstracts of sales, of'. Loyalist .Estates.

特
に
.'ニ'
ユ 
I 
•

ヨ

丨

ク

ゥ

.エ
ー
ス
ト
チ
エ
ス
.

 

:.
タ
|
苘
郡
の
そ
.れ
が
本
稿
0
分
析
に
利
用
ざ
：れ
て
.い
る
'°
ー

'
ニ：
 

.
 

/

:(

13)
.
..Flick'rbid.,.p ，： 150. 

.

.

■ (

14)

3
ず
^

p
S
5?Yoshperlbidi pp.: 2

6
1
2
7
...

南
部
地
区
で
は
売
却
額
の 
一' 
•
一一
 
五
％
の
.手
数
料
を
、
東

•
.西•

中
部
地
区
で
は
実
働
日
当
一一 

，
独
立
戦
争
期
ニ 

.ュ.！

ョ
I
ク
の
土
地
問
題 

へ
 

ニ 

(

六II

九)

'



，四
シ
リ
シ
グ
を
支
給
さ
れ
た
。
南
部
委
員Isaac stoutenburg,. Philip V

a
n

 

C
o
r
t
l
a
n
d
t

は
売
却
額
四
六
三
、
八
〇
四
ポ
ン
ド
八
シ
リX

グ
大
ベ
ン
ス
に 

対
し
て
五
、
七
九
七
ポ
ン
ド一

一
シ
リ
ン
グ
を
受
取
っ
て
い
る
。
こ
の
売
却
.額
は
五
〇
ニ
、
七
〇
九
ポ
ン
ド
一
九
シ
リ
ン
グ
だ
っ
た
と
も
い
う
，

(
15) 

Flick, Ibid., 

149.

.

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
原
理
に
立
っ
て
行
‘わ
れ
た
没
収
財
産
の
処
分
は
1
一

」

ュ
ー
，
ョ
I
ク
の
大
土
地
所
有
制
を
打
破
し
民
主
化
を
促
進
す
る
た 

め
に
.ど
れ
だ
け
有
効
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

か
:.
0

今

世

紀

の

初

頭

に

フ

リ

ッ

ク
は
そ
の

先
駆
的
労
作
.に
.於
て
、
史
料
を
提
供
し
つ
0 1
自
ら
こ
れ
を
分 

析
し
て
日
く
、
王
党
派
財
産
の
没
収
•
売
却
は
元
来
反
逆
者
へ
の
処
罰
'>
.し

て

行

わ

れ

た:%
の
で
あ
る
、が
、
そ
れ
に
よ
っ
て

^ :
へ»1)

が
約
三
六 

〇
万
：ド
ル

相

当

の

靈

を

獲

廣

し

；た

こ

と

以

上

に

''
そ
れ
味
：ョ
リ
重
汰
な
結
果
を
齋
ら
し
た
。

そ
の
結
果
と
は1

一'rl !

-
ョ
ー
ク
の
社
会
組
織
に

お
け
る
封
建
的
要
凄
を
服
.私
た

こ

と

，
で

あ

る

。

独

立

戦

争

は

こ
の
様
に
.し
て
政
治
的
諸
権
利
の
み
な
ら
ず
土
地
所
有
の
民
主
化
運
動
ビ

っ
J
o

.
''
 

• 

.

.

.

. 

•

ダ
ラ
ン
シ
ー
家
、
ジ

;:
3
ン
ス
ン
家
、

ス
キ

1
ン
家
、
''
,
.ジ
，ョ

ン

•
タ

ボ

ー

•
.ケン
ぺ
、
ジ
エ
サ
ッ
プ
家
、
ビ
ヴ
ァ
ヴ

.:
ジ
ョ
巧
ス
ン
、
卩
ジ
ャ

I 

.

-

•

.
モ
リ
.ス
そ
の
他
の
如
き
少
数
の
貴
族
；

g

地
主
達
に
よ
っ
.て
、
邦
の
.大
部
分
の
土
地
が
所
有
さ
れ
て
い
た
の
が
、
今
や
彼
ら
地
主
の
奉
公
入
户
>
乍 

農
の
手
に
土
地
が
所
有
さ
れ
る
，よ
う
七
な
ヴ
始
め
た
。
大
き
な
.マ
ナ
ー
.；
• 

X

Tエ
ス
：テ
ィ
ト
は
、
'或
程
度
小
地
片
に
分
割
さ
れ
、
有
利
な 

条
件
で
平
民
に
売
却
さ
れ
た
。
た
と
免
主
党
派
の
未
亡
人
や
息
子
が
、
そ
の
財
^
を
買
戾
す
'こ
と
が
ま
ま
'あ
っ
た
と
し
て
も
、
' そ
れ
は
通
例
で
は 

な
か
：っ
た
。
た

と

え

.^
、
南
部
地
因
の
ジ
：エ
ィ
ム
ズ
>
メ
ー
フ
ン
.シ
ー
の
財
産
は
約
ニ
セ
五
名
の
異
な
っ
た
人
々
の
手
に
渡
っ
た
し
、
.パ
ト
ナ
ム
郡 

の
ロ
i>
ャ
I 
r
モ
；リ
ス
被
没
収
所
領
3:
万
ぃ
エ
：
！

ヵ

ー

は

約

ー

ー

：
五

0
名
に
売
却
さ
れ
た
。
' 中
部
及
び
北
部
の
大
所
有
地
も
一
〇
〇
|
五
〇
0
エ
I
力 

丨
の
農
場
に
分
割
さ
れ
て
貧
農
.匕
売
却
さ
れ
た
0
.蓮
動
は
全
体
と
し
^.
は
、「

水
吊
的V

平
等
的

.
民
主
的
で
あ

0
て
、
新
し
い
；ニ
ュ
I 
•
ョ
ー
ク 

州
：に
永
久
的
な
社
会
的
結
果
を
遣
し
た
、
' 

.

と
結
論
す
るV

フ
リ
ッ
.ク
の
#
典
的
^.
作
は
そ
の
後
四
〇
年
近
く
通
説
で
あ
.っ
«
が
、

3
シ
ュ
プ
の
精

、
9 

V  

. 

, 

•

カ
的
且
つ
忍
耐
強
、
史
料
寬
集
と
そ
の
-^
析
が
発
表
さ
れ
て
以
来
、

フ
リ
'ッ
ク
_の
民
主
化
說
に
疑
問
：を
は
さ
む
史
家
が
多
く
な
っ
て
来
た
。
す
k 

.
わ
ち
ヨ
シ
ュ
フ
は

.

.

.
王
党
派
財
産
..の
多
く
存
在
し
.た
.. 一

I'ri

1

.

.

.

.

.

.

.

ョ
'
丨

ク
...%

キ
.ン
グ
.ズ
.ゾ
ク

イ
ー

.V

ズ

サ

フ

.ォ
ク
、
.-リ
ッ
.
.チ.モ
シ
ド
の
諸
郡
で

は
：
富

裕

な

商

人
r
大
地
主
V
,自
由
業
者
ら
.が
利
潤
：と.社
会
的
地
.位
を
求
め
：て
そ
の
大
半
を
獲
得
し
た
し
、

ゥ
エ
ン
ス
卜
チ
エ
ス
タ
ー
郡
で
も
、
多

-
- 

.

.

.

.

. 

■

く
の
元
小
作
農
が
，土
地
を
：
^

^
し
て
自
由
農
民
に
な
ら
た
と
は
い
え
、
：：そ
れ
は
奮
農
に
限
ら
：れ
、

.
_程
度
こ
そ
襄
な
れ
富
裕
な
商
人
，
大
地
主
ら
が

■ 

. 

.

■.
 : 

' 

. 

•

獅
子
の
分
前
に
与
づ
；た
：占1

で
他
郡
と
.異
な
：る
所
は
：な
い
ァ
総
じ
て
：ニ
ュー

，
ョ
爿
ク
m

s
に
関
^.
る
限
り
、
土
地
制
度
の
民
主
|
は
極
め
て
限
ら

!•
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

,

れ
た
範
囲
で
妄
い
：.得

る

：に

す

ぎ

：な

.い
、
と
し
て
か
な
り
否
定
的
な
見
解
を
表
明
じ
ー
て
い
<
.る
ブ
今
日
で
は
こ
©
問
題
に
関
す
る
限
り
、

ョ
シ
ュ
プ
説 

.(

20) 

, 

.

21)

.
 

■

:

は
多
く
の
追
随
者
を
も
ち
、..
一
応
定
説
化
し
て
い
る
ょ
う
で
あ
る
。
本
稿
は
、

フ

リ

ッ
ク
、

ョ
：ツ
ュ
：プ.両
説
を
、
' 彼
ら
：の
蒐
集
•
整
理
し
た
史
料

:

.

. 

; 

.

.

. 

• 

.

.

.

. 

* 

'

に
遡
及
し
て
力
の
：及
ぶ
.か
ぎ
り
検
討
し
、
：間
題
を
一
ュ
.丨
.
：
• 

'

ョ
ー
ク
、：：.ひ
い
では

："

.ア
メ
リ
ヵ
：の
，土
地
制
度
灾
の
中
：に
位
置
づ
け
ん
と
す
る
拙
众

.

.

.

. 

.
 

•
 

•
 

-
 

.
 

-
 

.き
と
：こ
-ろ
み

'.で
.
4§:る

タ
>

'

.

.
•
. 

:

'

(

16

.

) 

-Flick, 

b
p
. 

C
F
: 

Appendix.'pp'215--272:...

..

(

17)

’
 

Flick,Ibid., pp. 

159—
160

.

ス
リ
ッ
ク
の
労
作
は
：王
.党
派
財
産
の
売
却
を
財
政
収
入
と
'
 
い
'う
観
点
か
ら
見
る
と
い
う
方
法
を
払
拭
し
き
れ
な
い

で

.い 

:
:る
が
、
■ょ
り
重
大
が
社
会
的
結
果
'と
し
て
へ
、
土
地
所
有
関
係
の
民
主
化
を
あ
げ
て
い
る
点
で
、
方
法
上
注
目
す
ベ
，き
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
但
し
、
購
入
者
が 

:
‘
.数
百
名
に
5

る
と
い
う
こ
.と
を
以
て「

水
平
的
>
平
等
的
；
民
主
的
結
果
を
氣
し
た」

；と
速
断
し
て
い
.る
が
':
'
'
.フ0
ッ
ク
0

集
め
た
史
料
自
体
が
然
ら
ざ
る
こ 

と
を
赤
し
て
.い
る
0
.
後
段
参
照
;'
0
.'

, 

-
 

, 

^

.(

1 8)

..例
え
ば
か
の
古
典
.；$
1
1
1
2
0
1
1

,John ..Franklin,. 

T
h
e

. .American 

Revolution 

Considered 

as 

.
 a 

Social:Movement. 

192,9' 

1950 

(peter 

パ

度

淨

：_
&江
吕)

.
久
保
芳
保
訳
-1
:
ア
ー
メ
も
ヵ.革
命」

パ(

未
来
社
：

「

社
会
科
栗
ゼ
、-.
.
^
 ̂

な
お
邦
訳 

.

,

巻
末
解
説
参
照
。
;
:

V
,

.

:

.

.
:

(

19) 

Yoshpe,...op..'

s.t..

彼
.に
は
.
.こ\の
»-
に

先

立っ
て
.

1
1..

つ
の
論

文 'STbe :DeLancey: 

Estate,:. .Did... the, Bevolutioia 

Democratize 

Landhoiding_ 

.in.'New: 

 ̂

3 

1671179).；. 

？
The. Disposition .of .phiiipse.Manor .after

r»
-
h
e
 ..Revolution 、

 

{Quarterly:

.. -Bulletin

o
f 

81

195)...

が
あ
る
が
、
発
表
年
代
や
表
題
か
ら
み
て 

.祗
ら
く
本
書
に
.'そ
の
内
容
が
収
録
さ
れ
て
，い
る
と
思
^
れ
る
:;
°
\
.
'
'

丨

:
'
. :
'

'

ノ 

.

(

2()

.
例
え
ば
.Ea

s
t

-,Robert ::.A.r..Business .Enterprise in .the... American 

Revolutionary ..lEra. 

N.IT., :1938.. p, 225- note.

fe
.;......:

 'Williamson,

..

.Harold. :F.,. (

a
.

)

.，'The.. G
r
o
w
t
h
,

 of 

the. .American, E
c
o
n
o
m
y
.

..
 N. 

Y
.
,
1944. 

p... 63..

で
は
..

R
o
b
e
r
t
. B. 

.
M
o
r
r
i
s.

が
.：.ョ
シ
：>ュ'プ
.'に
'触
'れ
つ
つ
同
様
の 

...
意
見
を
述
べ
^
い
る
。
'
:
、
：
.'

.独
立
戦
争
期
-
ュ
！ 
•
ョ
ー
ク
の
土
地
問
題 

.

. 

. 一

三

(

六
三
一)



(

2)

：
こ
の
^

-®
に
関
す
る
0
究
史
は
次
，の
勿
き
制
約
に
立
っ
て
い
る
。
⑴

史
料
的
に
い
:0
て
、.
.
1
1
チ
ー
•.ヨ
ー
ク
南
部
地
区
で
は
、
.ニ
ユ
I

*'
ヨ
ー
ダ
郤
と 

、

ゥ
ェ
ス
ト
チh

ス
タ
-
郡
以
外
は
史
料
の
滅
失
が
ひ
ど
く 

(

I
k
, Ibid.'PP,1551157, p.. 2

7
3
.

以
下
の
史
料
解
題
、y

o
f

 

Ibid., p. 

52 note 79

'

.

,:
.
_
2
1
ド
以
^

び

I

d

 

没
収
委
員
の
作
成
し
た
：「

売
却
摘
要
r

i 

I
記
簿」

「

譲
®'
: 

:■
•

•

.

簿」
.
な

と

と

は
必
す
し

も

一

致

し

な

い

。

.
併

し

こ

れ

ら

史
料
相
聶
の
不
一
致
も

さ

る

こ

と

な

が

ら

、
■
パ

こ

れ

ぎ

史
料
が
夫々
起裳
をど
の断
而

 

一
,

4
と

の

程

度

に

反

小
？

？

ほ

充

分

解

明

I

て

ぃ

な

ぃ

。

⑶

，
没

収

財

産

I

却
は
、
.そ
の
_

参

0'
_

と

い

ぅ

.
妒

き

ハ

の

而
 

力
ら
て
は
な
く
、
土
地
所
有
の
社
会
的
分
布
の
変
化
の
問
題
ネ
し
ー
て
と
り
あ
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
 

.

〔

一〕

ニ
ユ
I
V

ヨ
I

ク
郡

⑴

プ
，リ
ッ
ク
及
び
ヨ
シ
ュ
.プ
両
者
の
利
用
し
た
史
料
は
夫
々
の
業
に
納
め
ら
穿
い
る
。
そ
の
中
.ニ 

r
 

•ヨ
i

rf
?
:を
含
め
た
ニ
:

H
.
!

 

ヨ
丨
ク
郡
の
部
分
の
み
■

«

検
討
出
来
る
。
こ
の
都
に
関
し
て
両
_

_
通
_

料
办
中
最
4
里
：の
多
1'
:の
ば
ニ
チ
^
^

>
.

 

s

i

 1

^

7

 ̂ 

 ̂M

 ̂ 
V
.

 V

 ̂ 

7

 ̂ ̂

 ̂
T V 

.
コ
ル
ト
ラ
ン
ト両
名
の
作
成
し
た

t

一一
 

ュ
！

f

 

ク
沛
及
び
郡
没
収
財
産
売
却
摘
要
穸
ョ 

¥
0务 c

o
m
l
i
o
n
e
r
s

 of F
o
r
f
e
i
t
u
r
e
s
l
f

 he3

 

District—
^
-
A
b
s
t
l

 of 

s

f
 N.

 Y. 

0
. 

I

名

f

:.
-
.
7
s
4

l
i
.
J
:で
、
厳
密
に

|1
:合
す
；る
と
両
者

.の
何
れ
か

$

稿

备

術

的

讓

が

若

干

あ

^

い
く
つ
か
の
脱
_

あ
る
。
..
そ
れ
以
外
の
不
一
致
：は
、

ヨ
シ
：ュ
プ
の
み
利
用
し
て
い
る
_

か
ら
来
る
飞
の
で
あ
る
。
'こ
れ
ら
は
全
体
と
し
て
、

購
入
階
層
の
相
対
的
比
重
，に
多
少
の
差
を
生
ぜ
し
め

て
い
を
が
'
決
定
的
だ
も
の
で
は
な
い
.。
問
題
ぱ
史
料
に
で
は
な
く
、
分
析
法
に
か

か

っ
て 

い
る
の
で
あ
.る
。
:
.
,
.

⑵

没

収

財

産

売

却

の

.社

会

的

分

布

 

：

.

.

.

. 

. 

■ 
-
 

■
 

.

. 

.

.

.

. 

- 

, 

. 

: 

■ 

- 

.

.

. 

.

〔

A〕

'
ジ

H

ィ

ム

ズ
.-
•
.ダ
ラ

ン

ク
I
領ジェィムズ

•
ダ

ラ

シ

：.シ
-
領

の

：没

収

売

却

に.あ
ず

が

€
 

ェ
ン 

ト
ル
マ
ン
、

エ
'ス
タ
ヮ
ィ
ア
及
び
：自
由
業
者
等
で
全
購
入
価
格
の

.約
七
五
％

:を
占
め

i

と

は

：「

玉
党
派
の

.堡
塁」

と
い
：わ

れ

た

-1

丨

•
ヨ
I

ク
郡
に
し
て
議
の
現
象

.2

る
。，
大
都
市
と
そ
の
周
辺
.の
特
徴
と
じ
て
、
.農
民
の
■土
地
取
得
が
極
め
て
少
く
又

各

撃

工

業

者

.
卜
商

人

‘
卜

.
.

.

 

.

:

 

-
.

 

.
.

.

-

 

.

 

-

サ
ー
ヴ
ィ
ス
，業

者
.

海
運
連
輸
関
係
業
者
等
も
広
沆
に
見
ら
れ
る
が
.、
も
と
よ
り
そ
の
比
重
は
一
.三
％
に
満
た
な
い
、
寡
婦
の
中
そ
•の
半
ば
は
ロ 

パ
丨
ト

• 

R 

:
リ
ヴ
■イ
ン
グ
：ス
ト
：ン
の
娘
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
て
モ
シ
：ト
ゴ
メ
，リ
ー
が
占
め
て
い
る
。，
と
の
よ
ぅ
に
し
て
、
封
建
的
土
地
貴
族
と
前
期
的 

商
業
高
利
貸
資
本
の
拠
点
ど
し
て
の

_
一 

ュ

ー

，

ョ

ー

ク

市
及
び

そ

の

近
傍
^

は
、
都
市
上
層
市
民
及
び
土
地
貴
族
に
田
倒
さ
れ
て
、
か
生
産
者
、
 

小
商
人
ら
は
没
収
財
産
の
撰
入
か
ら
排
除
さ
れ
、
小
商
.工
業
者
•

奉
公
人
-.
-
寡
婦
^
は
'事
情
.に
追
ら
*

で
畴
入
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ 

る
。
即
ち
、
ダ
テ
シ
シ
ー
領
の
一
部
は
、
多
く
の
場
合
一
七
六
一
年
か
ら1

一
一
力
年
の
定
期
借
地
契
約
下
に
保
有
さ
れ
て
い
て
契
約
満
期
時
に
、
 

借
地
人
は
.自
ら
の
負
担
で
加
え
た
改
良
を
取
去
る
よ
り
は
、
保
有
地
を
買
い
，と
る
か
、
委
員
会
の
没
仅 
>
売
却
を
5 '
け
る
迄
傲
也
を
続
け
て
、い 

た
',
:併
し
こ
の
所
領
が
没
収
さ
れ
る
，.に
及
ん
で
、
借
地
人
：は
自
己
の
改
良
の
享
受
を
続
，け
ん
と
す
る
為
に
は
、
委
員
会
か
ら
こ
れ
を
購
入
せ
ざ
る 

を
得
ず
、
し
|
%'
そ
：の
価
格
.は
皮
肉
に
も
自
己
..の
改
良
に
^>
卜
高
く
な
.つ
へ
て
：い
，た
。.
又
一
七
七
六
年
七
月
九
日
以
前
に
リ
ヴ
イ
ン
グ
ス
ト
ン
か
ら 

購
入
し
た
者
の
所
有
権
は
無
効
と
さ
れ
た
の
で
、.彼
ら
は
あ
ら
た
め
て
没
収
委
員
会
か
ら
自
己
の
土
地
を
改
良
と
と
も
に
^
:
購
入
せ
ざ
る
を
得
な 

か
づ
.た
。
.更
に
ダ
ラ
ン
'ゾ
ー
家
.の
借
地
人
は
先
買
権
を
与
え
ら
れ
て
い
な
か
つ
た
の
で
、
彼
ら
：は
富
裕
な
商
人

• 
土
地
投
機
業
者
と
公
売
で
競
争 

せ
ね
ば
な
ら
ず
、.多
く
の
者
は
競
売
に
敗
れ
て
.無
一
:
.物
と
な
つ
て
行
つ
：た
。.
.
.
友
人
：.'
親
戚
に
_購
入
資
金

-0
援
助
を
ぅ
け
る
こ
と
の
出
来
た
も
の
も 

あ

.つ
た
ガ
、
購

入

金

の
-
部
を
支
払
為
て
、，
該
物
件
：を
抵
当
と
し
た
者
は
、へ
残
金
'を
支
払
え
.ぬ
.場
合
•は
該
物
件
を
喪
失
し
た
。
借
也
人
達
の
度
重 

な
る
請
願
に
対
1
て
、：
議
会
は
結
局
何
ら
の
保
護
措
麿
を
も
と
ら
な
か
_

0

:'.
:

:〔

B
.〕

その他の：
所
領
ジ

.
エ
イ
ム
ズ
r

ダ
ラ
ン
'シ
ー
，の
お
じ
オ
リ
ヴ
ァ•
ダ
ラ
ン
シ
ー
、
義
兄
弟
ト

ー

マ
ス
•

ジ
ョ
ー
ン
ズ
、
オ
リ
ヴ

7
. 

の
義
兄
弟
.：
，
参

事

ジ

へ

ョ

>/
>:
.
.ハ
：リ
ス
'.
:
:
ク
ル
：丨
ガ
ー
、
：
'
富
裕
な
商
人
. .

大
地
主
兼
投
機
業^ -

气
ハ
.丨
^̂ 

富

商
ヒ
ュ
ー
及
び
ァ
レ
グ
ザ
ン
ダI 
‘

ゥ
ォ
レ

.

.

ス
兄
弟
，
互
に.

義
兄
弟
の
関
係
に̂

る
ロ
ジ
ャ

I ‘

ー
モ
ネ
ス’

^

ヴ
ー
ァ
认.

，;:ロ
：

ビ
.N

ス
リ
ン
及
び
フ
レ'

■

 

.

■

:
.
:

■

'
.
'

■

'

.
:

.

'ン
::. : 

. 

\

 

. 

■

 

.

.

 

■

, 

.

デ
リ
ッ
ク 

> フ
：イ
.リ
ッ
プ
：：ス
そ
の
.他
の
財
産
も
同
_
に
富
商
/へ
地
主
> 
自
由
業
者
ら
の
.手
に
渡
つ
た
。：；
W
し
、
才
リ
ヴ
ァ 
'
ダ
ラ
シ
シー

の
義

兄

-
-
-

•:
-
•.
-

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

. 

.

'
• 

. く 

. .

.

弟

'
•参
事

ジ

.ョ
シ

.
ヮ

'ッ
ッ
0

'場
合
ば
、：'.
ー，：一;人
の
息
子
が
買
戾
し
て

.い
る
し
：::
'
富
裕
免
商

-
<
:
:
H
<
^
^
m

n:
^
N
y
.
:
Y

.
商

業

^

議

所

設

立

者

♦ 

"独
立
戦
争
期
-
ュ

丨

，

ョ

ー

ク

の

'
土

地

間

題

' 

'
■

一
 
五

.» :
三

三

〕



.

;
、
 

H

ハ
r (

六

三

四

)

:

同
会
頭
ア
イ
ザ
ッ
ク
，
ロ
ゥ
の
場
合
は
、''
'弟

.-
コ
：ラ
ス
が
代
理
人
を
通
じ
：て
購
入
ゲ
転
売
じ
,'
.実
質
的
に
損
失
を
償
つ
て
い
る
。V
へ
ン
リ
ー
，
ホ 

.ヮ
イ
ト
の
場
合
は
.そ
の
息
子
に
"；「

ト

丨

ア

ぅ

ふ

^

.'

.
力

く

て

•
タ
ラ
ン
シ
ー
領
以
外
の

'ニ
：：

ユ
ー
，(

ヨ
.：丨
ク
都

o
没

収

'.
m分
は

.'
商
人 >.

大
地
主
：'
自
由
業
者

^

力

帰

L

王
党
派
の
：一:族
に
ょ
名
買
戾
し
4
顕
著
で
あ
る
，
が
く
て
，
没
収

‘，
処

分

に

ょ

る

吐

地

所

有

0
:民

主

化

は

著

し

く

阻

害

さ

れ

た

と

見

ら

れ
■る
。
：

:
-.
:

:
: 

, 

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

 

..

..

.
 

-

.

〔
『

-

キ
ン
グ
ズ
ン
ク
イ
ー
ン
ズ-

サ
フ
オ
ク
及
び
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
の
諸
郡
。

■
 

■

(

对
ノ
 

： 

-

:こ
わ
ら
の
郡
.で
.も
事
情
は
異
な
：る
.所
は
な
い
0
キ
.ン
グ
ズ
郡
で
は
農
民
- >

手
エ
業
者
を
合
わ
せ
て
|
割
に
み
た
ず
、

ク

イ

ー

ン

ズ

•
サ
フ
オ
タ 

両
郡
で
も
農
民
が
ー
割
余
で
、
残
り
の
大
部
分
は
商
人
.，地
主
' *

自

由

業

考

，
未

亡

人

ら

の

新

旧

有

か

者

層

に

独

占

さ

れ

て
い
る
。
リ
ッ
チ
モ
ン 

ド
：郡
で
は1

1人
の
商
人
が
購
入
し
.て
い
.る
の

：
み

：で
：
あ

る

°

.

:

〔

三〕

ウ
ー
エ
：
'ス
ト
チ
ギ
ス
タ
•
'丨

郡

：
:

:

.
'
.

..
.'

.,

.

.

:

■'

こ
、の
郡
で
：：は
史
料
的
に
は
専
ら〉

ヨ
シ
ユ
プ
の
取
集
整
理
に
：か
か
る
：「

没
収
財
産
売
却
摘
要」

ン
ぞ
I

I
に
依
存
す

る

こ

と

：と

.な

る

。

こ
れ
ら
の
史 

料
は

-一
ユ
ー
‘
ヨ—

V

郡
の
壌
合
と
並
ん
で
.最
も
豊
富
な
鉱
脈
を
な
し
て
い
る
，…

“

、

.:

.:
:
:

■

 b

フ

レ

テ

リ

ッ

ク
.•.フ
イ

リ

ツ

フ

ス

領

独

立

戦

争

期

に

：九

.一一
、

.一
六
〇
エ
.
|ヵ
ー
あ
つ

.た
フ
イ

.リ
ッ

。フ
.
ス
領
で
は
他
領
と
著
し
く
異

な 

り

商

人

•
大

地

主(

王
党
派
財
産
管
理
委
員c

o
m
m
i
s
s
i
o
n
s

 

o
f言

|

^

&§
.
が
.三
人
も
.い
る
！)

，'自
由
業
者
を
合
計
し
て
も
、
：全

.1
格
の
三
四 

%
に

す

ぎ

ず

農

民

層

が

.五

.四
：％

に

達

し

ズ

い

て

、

手

エ

業

者

•
小

商

人

，
寡

婦

ら

は

七

％

に

す

ぎ
.な
い

。

元

小

作

農

民

、が

先

買

権

を

利

用

し

て
 

:
没
収
委
員
か
ら
そ
の

.保
有
地
を
購
入
し
自
由
農
民
と
な
つ
た
事
は
極
め
て
自
然
で
あ
り
、
:ウ
_キ
ス
ト
：チ
エ
ス
，タ
ー
の
土
地
所
有
関
係
を
或
程
度
民 

主

化

し

た

と

云

え

ょ

ぅ

。
併

し

、

凡

て

の

：貧

し

い

.農

民

，
小

作

農.
土

地

を

も
.た
な

..い

労

働

者

が

土

地

を

入

手

で

き

た
打
げ
で
：は
な
い
。

：

フ
ィ

リ
 

ツ
プ
ス
領
を
勝
入
し
たT

農
民」

の
契
約
数
は 
一

二

八

件(

内

着

以

上

共

同

購

入

が.八
件)
、
：ヨ
丨
マ
シ

民
.が
.若
干
い
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
農
民
層
の
購
入
価
格
は
、

一
概
に
は
い
え
な
い
が

、

エ
丨
ヵ
ー
当
り
一
一•

五—

三
ボ
ン

ド
が
大
部
分
で
あ
る
。
 

「

生
産
力
の
身
I 
土
壤
.、
安
足
し
た
土
地
保
有
、

適
正
.な
地
代
及
び
二
.
ュ
丨
.
ョ
丨
ク
市
に
近
い
為
に
：生
産
物
の
販
売
市
場
に
事
欠
か
ぬ
と
い
う 

.事
情
の
た
め
に
、
ゥ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
の
農
民
'で
孩
し
い
者
.は
比
較
的
少
な
く
、
多
く
は
富
裕
で
あ
っ
^i 」

こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
 

「

こ
’の
事
実
に
源
し
て
の
、み
フ
ィ
リ
ツ
プ
：ス
め
小
作
農
が
.農
地
を
あ
ル
ぬ
齋
卜
昏
セ
購
入
讯
藤
龙
砸
由
を
理
解
し
得
匆(

傍
点
引
用
者)

と
い
う
の 

は

誇

張

で

あ

，

：ョ

シ

.ュ
。フ
が
そ
の
例
証
之
し
て
あ
げ
乏

^

を
購
入
し
て
い
る
事
実
を
も
あ
わ
せ
指
摘
し
て
い(

於

が

、
_
そ

れ

を

裏

付

.げ
る
史
料
は
殆
ん
ど
親
子
兄
弟
亦
ハ
か
勢
好
を
示
し
て
居
り
又
大
多
数
は 

一
〇
〇
及
び
ニ
〇
〇
ェ

1
代
で
あ
っ
て
、
彼
の
あ
げ
る
如
き
面
積
と
価
格
が 
一、

勢
^'
さ
れ
て
い
る
.の
で
は
な
い(

但
し
、.
g'
i:
む
は
ど
ち 

ら
と
も
杯
.言
は
3
1来
な
レ
}。
因
み
祀
一
.言
す
れ
ば
、

3
シ
.ュ
プ

:0
あ

げ

る「

法
外
ヒ
高
い」

±
地
価
格
.(

.六〜

 
一k
K-
ル
'

)

：
は
む
し
ろ
商
人
•
ジ
ヱ 

ン

ト

ル

マ

，
ン
.
エ

ス

タ

.
ヮ

イ

ア

等

.の
購
入
地
に
屢
々
見
ら
れ
る
地
価
で
あ(

が
。
' と
も
あ
.'れ
、
こ
&
で
.は
売
却
は
、
上
述
の
限
り
で
独
立
自
営
農
民 

.創

.出
の
役
割
を
果
し
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
。
 

.

.炉
し
フ
ィ
リ
ツ
フ
ス

r
の
斛
放
が
旧
小
作
農
民
に
と
り
必
ず
し
も
祝
福
で
は
な
.か
.っ
.た
こ
ど
は
、

J'
•
ダ
ラ
ゾ
ゾ
I
領
の
場
合
と
同
様
で
あ 

る
。
従
軍
，•
敵
'の
掠
奪
破
壊
‘
虫
害
な
ど
で
農
民
は
.経
済
的
に
困
窮
し
て
.
.いた
，.
.議
会
.は
適
切
な
措
置
を
何
も
.と
ら
な
か
っ
.た
か
ら
、
皮
ら
は

、 

購
入
資
金
を
得
る
為
に

.±
地
を
抵
当
に
入
れ
ざ
：る
を
得
な
か
っ
た
。
彼
ら
.を
待
ち
受
け
て
い
た
，抵
当
権
謹
者
が
初
代
知
事
ジ
ョ
丨
ジ
.
•
ク
リ
ン 

卜

ゾ

大
地
主
フ
ィ
リ
ツ
フ
•
ヴ

7
ン

•
コ
ル
ト
ラ
ン
ト
、
大
商
人
ド
、、、：.ニ
ク
_
•リ
.
Vチ
彥
政
財
界
な
ど
の
名
士

.で
あ
っ(

过

；
と
，は
申
す
迄
も 

な
り
戦
扩
か
ら
の
旧
づ
作
農
ヵ
、
没
収
地
を
購
入
出
来
な
.い
か
そ
の
意
志
の
な
い
場
合
は
、
没
収
.委
員
は
該
財
産
を
私
的
売
買
か
公
売
に
附
し 

た

.
そ
の
場
合
小
自
由
農
民
や
貧
し
い
小
作
農
は
大
商
人
，
大
地
丰

.
土
地
投
機
業
者
ら
と
競
争
出
来
る
箸
は
な
.か
っ
た
。
.没
収
地
を
購
入
出
来 

ぬ
小
作
農
が
何
時
迄
も
そ
こ
を
動
か
な
け
れ
ば
、
不
法
占
有
の
.廉

I

判
に
ょ
ら
_

|

ら
れ
|

げ
で
.ぁ

^

。
か
く
て
、
,
没
収
財
産
の
売 

却

は

■旧
小
作
農
民
の
間
H

か

し

て

い

落

霖

需

を

ふ

ま

ぇ

て

ノ

良

終

艺

か

か

か

贫

崎

し

て

行

く

作

用

を

：も
つ
。
か
く
て
ョ
シ

:

独
立
戦
争
期
ニ
ュ
！*

ョ—

'ク
の
土
地
問
題''

.

,

ノ
1

匕

|

5



:

八
■;
_
.'

-

- 

•
 

一

八
.

(

六

三

六

)

:

.

ュ
ー
プ
：.は
フ
4

1
少
プ
ス
：領
の
購
入
者
の
#
く
は
富
裕
な
^:
.実

：上

：
の

土

地

所

有

農

！

J
g-t
?
'■'(

貧

農
•
¥.
.公
：
人.；
：
，
手

工

業

者

り

労

働

者

で

は

な

く

、

又

商

 

人

•
:地
，
主:

•
自
由
業
者
の
活
躍
%
注
目
.さ
る
.ベ
：き
で
あ
り
卩
総
じ

て
土
地
所
有
の
，民
主
化
.は
；.一.般
；
に

考

え

ら

れ

て
来
た
ょ
り
穏
や
か
な
も
の
だ
0 

.た
事
は
明
白
だ
，
：

)

と
1>
て

い

：
る

，
.
.
-
'
ソ

 

V

.

■
•
ぃ

W

そ
の
他
の
所
領

:
-,
ス
ィ
リ
グ
プ
ス
.領
以
外
の
$
三
名
€>
王
：党
派
の
肢
産
の
売
却
は
、
"史
料
が
.不

完

全

な

囊

分

究

明

出

来

な

い

が

_

情

 

は
略 

> 同
様
で
；あ
る
ら
し
い
。
.投
機
業
者
は
減
価
し
た
従
軍
恩
賞
地
券
を
買
集
め
て
、
額
面
価
格
で
没
収
財
産
0
購
入
に
：あ
て
.

(

ー
七
八
〇
年
一
〇

，
 

1

1

、
巨
利
I

。
.こ
f

大
商
人
‘
大

地

奮

^

.
以
上
の
如
く
、「

没
収
財
産
売
却
摘
要
：

1
. 「

登
記
簿」

な
ど
に
よ
る
と
，
没
収
財
產
の
売
却
は
王
党
派
の
犠
牲
に
.お
い
て
旧
植
民
地
貴
族
と
新
興 

商
人

‘
大
地
主

•自
由
業
者
：
.土
地
投
機
業
者
ら
の
壟
断
す
る
所
と
な
り
'
小

生

產

者

，
小

市

民

：は

そ

の

：
恩

恵

に

竽

る

こ

と

.少
く
、
ゥ
ェ
ス
ト
チ 

ェ
ス
タ
ー
郡
で
さ
え
も
、
農
民
革
命
的
性
格
は
限
定
さ
れ
た
上
で
な
け
れ
ば
承
認
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る
。

Liber

caof Conveya/nce 

- 
 ̂

0

?
 

0
 ̂

w
s
.
t 

0
 ̂

2

.

-

Deed 

Books, 

Division 

of 

the 

Land 

o
a
c
e 

of 

the Department of State, Albany; 

York State 

Treasure's 

1775—
84,: 2 yols.. State Library, Albany. 

N
e
w

 

y
b
r
?r
* 

Treasurer's 

1775197, 2 boxes. State Library, Albany.

で
あ
る
.。(Yoshpe, op. cit., p. 123)

23
> Yoshpewbidvpp. 3

2
1
3
7
.

,

.

.

(

24)

但
し
、.
こ
れ
ら
の
諸
郡
の
史
料
は
ど
こ
迄
実
情
を
反
映
し
て
い
る
か
.疑
問
で
あ
る
事
は
前
述
し
た
。

:
:

:

,
'

.

.

■'■

(

:2)

.

. 

Yoshpe, Ibid.,

. 

A

.*CJpendix 2.

. 

,F.

. 

p
p
,
139-—

150, p.. 52 note. .79...

但
し
.
'
,
.
*
.
.
A
c
w

s.
*§*
n
a へ
 

0
% 

o f

.
 Forfeited

l̂
a
a笋

co
a
这 

L
0
C
&
.
§
% (pp. 

150—
1
5
3
)

は
将
来
の
分
析
に
ま
た
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。

(

2 6)

. .Toshpe, 

Ibid.,

.:p. 

54
.

農
民
の
社

会

経

済

的

存

在

形

態

、

.'
,

そ

の
他

位
の
高

，さ
こ
そ
、
農
民
を
し
て
没
収
財
産
.の
売
却
か
ら
^
益
を
.ひ
き
出
す 

>

」

と
を
可 

能
と
せ
し
め
た
理
由
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
指
摘
は
注
目
に
値
す
る
。
 

•

(

27)

 

Yoshpe, Ibid., 

D
.

 54. 

•

28) 

Yoshpe, Ibid., p. 54

*-

(

29) 

Yoshpe, Ibid., p. 55.

.

.

(

3
卜 

Yfoshpe,...Ibid., Appendix 2. 

F..PP. 

139：
147 passim..:

(

3 1)

.
 

Yoshpe'Ibid., P..56.

(

3 2) 

Toshpe, Ibid., pp. 

56

丨59. 

\

(

33) 

Y
G
S
h
s

 Ibid., p
，
59, 

,

. 

„ 

. 

.

.

.
 

. 

■ 

.

-
 

■

併
し
、. 一

体
省
の
諸
史
料
に
現
れ
た「

藤
ん
备」

は
購
入
財
産
の
亦
努
称
I
备
か
"
乂
：：

「

»
入
者」

し
に
よ
る
_

ほ
す
べ
て
投
機
的
で
ぁ
っ
た 

か
。
問
題
は
複
濰
に
入
り
組
ん
.で
居
る
が
、
■没
収
財
産
が
結
局
.ど
の
様
な
経
路
で
誰
.に
よ
っ
て
把
掘
ざ
れ
て
行
く
か
と
い
ぅ

、

に
関
わ
る
も
の
で
あ
る

。

.
■
:

,
 

.

.

. 

• • 
•

,

■

戦

|

了

後

の

；「

8

国

寫

微

づ

2

と
す
れ
ば
、：

そ
れ
は

I

の
国
と
い
ぅ
こ
：と
だ
：

」

と
は
外
国
人
旅
行
者
の
観
察
で
^

没
収 

委
員
に
よ
る
売
却
は

.土
地
避
機
の
迸
熱
を
よ
び
お
と
し
た
が
、
没
収
货
藥
の
実
際
の
売
買
の
あ

.
は
、
上
述
'の

没

収

賣

か

ら

の

購

入

の

み

な

ら 

ず

.
#
入
者
達
に
よ

_り
行
ゎ
れ
た

1
わ
ば

^

一
^ '
:
^
売

員

を

も

あ

わ

せ

て

分

析

す

る

こ

と

に

よ

っ

て

の

み

^
握
さ
れ
る
。

と
い
う
の

.は
、
購
入
者 

は
購
入
財
産
を
直
ち
に
一
I

.
い

i

る
期
間
ね
か
し

|

8'
で

て

い

る

か

ら

で

あ

る

-°
:
だ
が

&

$
も

3 

C1
D

'
投
機
業
者
忆
よ
る
転
売

。

'

.

-

:

:
.:
.

-

 

'

*

 

-

 

.

'

-

■

■

-

 

r

第」

は
、
代
理
人
が「

彼
自
身
の

為
.及
び
_
々
ら
か
ら
受
託
さ
れ
彼
ら
の
為
に」

購
入
し
、：.
.彼
自
身
及
び
某
：々
の
間
に
分
割
す
"る
方
式
で
あ 

る

第

二

.は

数
名
が
共

_
で
購
入

^
た
银
文
を
土
ヵ
つ
つ
本
、
実
際
は
購
入
す

る
と
直
ち
に
そ
'の
：中
の
一
名
.に
他
の
者
達
が
譲
渡
す
る

方
式
、
 

宿
一
は
へ
個

人

愚

入

し

、
.てて
れ
を
分
割
•
転

売

す

る

，
方

式

で

あ
る
。
第
四
は
、
投

機

業

者

が「

購
入
.者」

と

し

て

直

接「

没
収
委
員」

か
ら 

H

げ
、「

辦
入
者」

，
か

ら

買叩
い
て

集
積
占
売
す
る
方
式
で

|

「

現
実
に
^

.
■
鎖

を

形

成

す

る

こ

と

と

な

，

か

：
か

る

各

種

9
転
売
^

ー
ュ
丨
.
.ョ
丨
ク
郡
5

 

投
機
の
舞 

'^
に
■
.
っ
&

逹
は
す
ぺ
ヤ
巨
利
售
し
た

.か
と
い
5
と
、
決
し
て
>

^

.

独
立
戦
争
期
二
ユ
i

,ヨ
I
ク
の
土
地5S

題
. 

• 

-

九
r

,

:_
 

: 

.

•-
*九

(

六
三
七)



. 

• 

.

.

. 

I
I
P
.
(

六m

八)
金
を
支
払
え
な
：か
っ
た
り
、
そ
の
他
め
理
由
で

(

い
ザ
れ
も
過
剰
把
機
に
由
来
す
る
丨
，)

;'
購
入̂

を̂
^

る
価
格
^
手

離

さ

ざ
.^
を
得
ぬ
者
が
あ
り
、
 

又
瞬̂

金
調
達

.

の
為
そ

.

の
财
産
を
坻
当
：に
入
れ
た
：ま
：皮
流
さ
ざ
る
を
得
な
：い
渚
、；

.

困
窮
光
る
投
機
業
者
舍
犠
牲:^
し
て
更
に
大
規
模
に
投
機
を
行

い
つ
つ
も
、
自
ら
の過
剰
投
機
の
為
に
破
産
投
獄
さ
れ
る
者
な
ど
が
あ
り
、
ま
さ
し
く
混
池
た
る
様
相
を
呈
す
る
。

「

欺
_
と
：商

略

」

.

.
の

中

か

ら

.

.

.

.

.

. 

•
 

.
 

'
 

•
 

 ̂

.•... 

.

.

. 

.

.

.

.

. 

.
 

-.

.脱
落
し
て
行
く
者
あ
り
'M

富

を

積

む

者

，あ
.り
、
前
期
的
資
本
ば
：
 
一
^
世
紀
沬

^

く
で

^
貌

.°
だ

が

そ

の
 >

.
亂
に
は
、
櫥
民
地
時
代
以
来
農
民
達
の
反
地
代
|
:所
有
権
安
定
化
連
動
が
繰
り
返
さ
れ
て
&
り

、

東

部

か

ら

.は
一
一
ュ
ー

 

•
ィ

：
ン

グ"ラ
ソ
ド
の
自
由
.土
地
#
有
と
共
和
主
義
の
：滿
る
あ
々
、
西
都
も
や
が
：て
そ
の
廉
.い
穀
物
-^
淑

^
地
代
满
出
の
：基
盤
を
掘
り
崩
し
始
め
つ

-

.

.
•
 

: 

V
,

 

.

.

.
'
.

■■
•
: 

. 

. 

• 

•

.

.■
-.
 

.
 

.
 

V
 

. 

.
 

.
 . 

:

:
■

'

,

つ
，あ
り
、

か
れ
ら
の^

深
は
半
世
紀
後
に
；は
幻
影
と
化
す
る
。
: 

■

2

.バ
農

民.小
市
.民
0 :
,痕
売
0''.
 

'

ス
!.
..
 

^
 

..
 

■
 

'
 
■
 

^
 

-V-
 

.

「

投
機
熱
が
あ
ま
り
ひ

->
1

'い
.の
で
.社

会

、
の

下

層

階

級

も

こ

れ

，
に
：
皆

染

し

た

」

。
.こ
の

種

の「

，投
機」

：
か
ら
利
益
を
あ
げ
た
者
も
い
る
が
、
.注
目
す

-V-
 

•
 

•
 
.
 

.

.

.

.
 

.
 

•
 

: 
.
 

.

.
-
'
.
'■
* 

.

.

.

.

.

. 

- 

. 

.•

ベ
き
は
、'

.

そ

の「

投
機」

,.
に
ょ
り
猇
ら
め
財
産
が
：再
び

.

投
機
的
商
人i

l
t

裕
な
她
主
の
手
：に
渡
り
、
主
党
派
財
産
.の
売
却
に
ょ
る
民
主
化
傾
向
は

.

.

.

.

.

.
-
‘
 

■
 
-i:
 

.
 

.

.

.

.

.
 

.
'
.
-
•
•
 

. 
-

.

 

-
.
•
•
•
• 

I
. 

• 

• 

■

... 

,

弱
め
ら
れ
た
：
都
市
で
：も
農
村
で
も
農
民

V

手
.

工
業
章

•
•

寡
婦
な
ど
が
購
入
地
の
，
一
部
又
は
全
部
を
売
却
し
、
：
商
人
：

•

、地
主
ら
：は
嘗
：て
の
自
己
の
、
 

あ
：る
い
社
启
己
が
新
た
に
加
入
し
：た
階
級
に
属
し
て
い
た
、

.

財

產

を

回

復

し

た

。
，
あ

.

る
者
は
そ
れ
ら
を
定
期
賃
貸
す
る
事
に
ょ
：っ
て
、
有
利
な
収 

入
源
と
し
、：
か
く
て
絶
え
ず
邮
値
の
昂
臁
し
て
行
く
そ
れ
ら
：の
財
鹿
を
保
持
し

'
.

つ
づ

.

け
た
。：

だ
が
大
部
分.

は

1

九
世
紀
を
通
じ
て
入
手
し
た
財
産

.

、

，

.

•

•

 

V

 

.

.

.

 

.+•:.•..へ

 

.

を
小
さ
く
分
割
し
：て
.下
.層
階
級
に
.転
売
し
て
行
っ
た
。
，こ.

ぅ
し
て
：王
党
派
財
産
は
：徐
.々
に
.下
層
階
級
の
手
に
渡
.っ
た
と
は
.
'い
え
、
抜
目
な
い
地
主
• 

商

人

•
投
機
業
者
ら
は
既
'に
黄
金
0.
収
穫
を
刈
取
っ
て
い
た
の
だ
、
と
ョ
シ
ュ
'プ
は
強
調
す
る
。
た
し
か
に
、
：
下
層
階
級
の
財
産
が
一
部
分
商 

人

，
：地
主
ら
.

の
：.

手
に
再
び
渡
り
、
上
層
市
民
の
土
地
貴
族
•
寄
生
階
級
化
が
起
っ
た
と
し
て
も
、
他
方
に
於
て
彼
ら
の
手
か
ら
分
割•

放
出
さ
れ

■ 

: 

.
36)

る
小
士
地
を
農
民•

手
工
業
者
：.
小

商

人

ら

が

把

握

し

て

行

く

方

向

も

絶

え

ず

見

ら

れ

る

.こ

と

は

リ
ヴ
ィ
ン
グ
ス
.ト
ン
や
大
商
.人
サ
ン
ズ

s
g
& 

家
め
、分
割
転
売
の
例
に
も
明
.ち
か
で
あ
る
。

.又

--
れ
ち
小
雜
民
相
互
間
の
売
買
も(

史
料
的
に
は
研
究
の
.現
段
階
で
は
何
ら
裏
付
け
得
な
ぃ
が)

あ
り

得
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
筆
者
は
、
農

民

•
手
工
業
者
ら
の
土
地
売
買
を
、
商

入

•
地
主
ら
の
投
機
と
同
質
の
転
売
と
見
た
り
、
商
人
..
地
主
の 

側

>
ら
か
か=

商

人

•
地
主
の
.把
#6

外
氱
と
し
て
の
み
見
る
方
法=

「

投
機
熱
に
办
务
し
た」

と
い
う
把
握
の
仕
方
に
疑
問
を
も
つ
も
の
で
あ 

る
。
.転
売
の
■ニ
類
型
、，
寸
な
わ
ち
商
人

•
地
主
型
と
農
民

•
小
市
民
型
.の
転
売
は
、
歴
史
具
体
的
に
は
複
雑
に
.絡
み
あ
っ
て
い
て
区
別
す
る
に
は

困
難
を
伴
う
で
あ
ろ
'う
が
、
上
層
市
民
が
土
地
貴
族
化
卩
寄
生
階
級
化
し
て
行
く
方
向
と
、：. ：

生
産
的
階
級
が
土
地
を
把
握
し
て
行
く
方
向
、
こ
の

ン
 

' 

. 

- 

-

- 

.

ニ
つ
の
方
向
は
質
的
に
範
疇
的
に
区
別
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

.

34)

以
上
の
史
実
は 

Yoshpe, 

Ibid., P
P
.
6
3

 
丨 7

8
.

.

(

35) 

Ycshpe, 

Ibid., 

pp. 

7
4

—

700
.

(

36)

勿
論
そ
こ
に
は
幾
踅
に
も
収
奪
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
め
収
奪
が
近
代
的
生
産
力
の
展
開
に
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
た
こ
と
も
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら 

な
ぃ
。

(

37) 

Yoshpe, Ibid., A
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J
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P

P
.

1
5

4

丨1
5

s
.

リ
ヴ
イ
ン
グ
ス
ト 

.

ン
に
ょ
る

-

ュ
ー

•

ョ
|

ク
市
内
所
在
ダ.

ラ
ン

.

シ
ー
家
所
有
地
の
分
割
売
却
の
場
合
に
は
、
大
都
市
に
特
有
め
大
エ

」

石
エ

>

锻
冶
屋•

靴H
.

 
•

船
大
工•

刃

物
.エ
；•
肉
屋
'.
:食
料
品
屋
'.
敷
石
工
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
る
.。.B :(pp. 

156—
165)..

ブ
ル
ッ
ク
.リ
.ン
所
在

J
&
口 Hapalje...

領

一,

六
〇

エ
I
力ー

を

o
i
. 

fort and. J
oshua S

a
n
d
s

が
分
割
売
却
し
た
場
合
は
、
全
購
入
価
格
の
中
、
商
人
が
約
三
.〇

％

、
'
ジ

ェ

ン
'
ト

ル
マ

ン

及
び
エ
ス
ク
ヮ
イ
ア
約

.一
〇
％
、
.自
由 

:

業

者

約

ニ

〇

％
.'
他
は
極
め
て
少
い
農
民
を
除
け
ば
、
各
種
手
エ
'業
者
“
小
商
人
ら
小
市
民
層
が
.残
り
の
大
部
分
を
占
め
.て
い
る
。
右
の一:

一
つ
の
転
売
の
例
は 

大
都
市
内
部
で
農
村
地
帯
：で
は
な
い
.が
、'
こ
：う
し
て
次
第
に
小
生
産
者v

小
市
民
層
の
手
に
移
転
し
て
行
く
こ
と
は
窺
う
こ
と
が
：出
来
ょ
う
。
農
村
地
帯
、
特 

に
農
民
の
勢
カ
の
強
い
地
方
で
は
こ
の
様
な
傾
向
は
ニ
層
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
:

38) 

Yoshpe, Ibid., P
」
74..

傍
点
筆
者
。
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-
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- 
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I 

く

四

■: 

■

.
 

-

.
以
上
、
.フ
リ
ッ
ク
及
び
ョ
シ
.ュ
プ
の
両
説
を
、
そ
の
史
料
的
根
鹚
に
迄
遡
っ
て
検
^
し
た
結
果
、
と
の
ょ
务
い
：う
6
と
.が
出
来
よ
う
。
，
.
^
| 

观
争
期
のirH :

丨
'»

ョ
ー
ク
の
主
党
派
財
產
0-
没
収
と
売
却
は
？
単
な
る
憎
敷
や
処
调
ひ
あ
ら
わ
れ
で
だ
义
- -

又

独

立

派

の

財

政

収

入

源

セ

あ

.
っ

 

:■
■

独
立
戦
争
期
-

1

ュ
！

ョ
ー
ク
の
土
地
問
題
.
：

;
•

.

W
i
s
i
r

九)

'



:
±
1
へ(

六
四
〇)

i

け

I

だ
く
、
_

派
_

し
た
大
f

や
パ
ト
ル
丨
|ン
$

内
部
の
専
制
寡
頭
制
‘土
地
独
占
の
し
ぶ
を
，、
爆
破
除
去
し
て
行
く
全
.一：連
の
過
程
の
表
現
で
あ
る
。
そ
れ
が
ど
れ
程
大
商
人
•大

地

主

•
土

地

投

 

機
業
者
の
跳
梁
に
よ
り
、
±>
%
改
.革
と
し
て
の
意
義
を
減
殺
さ
れ
て
い
よ
ぅ
と
も
、

ニ
ユ
ー
：
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
の「

タ
ゥ
ン
，
シ
ス
テ
ム」

を
.拠 

点
と
し
て
、
独
立
自
由
な
農
民
層
が
中
部
•
西
部
へ
と
浸
透
し
て
行
き
、
連
邦
土
地
政
策
の
変
貌
を
通
じ
て
か
の「

ホ
ー
ム
ス
テ
ッ
ド
法」

に
至 

り
つ
く
あ
の
直
接
生
産
者
に
よ
る
土
地
把
握
過
程
の
一
こ
ま
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
. 

>1

ュ
ー
-
ョ
ー
ク
南
部
に
づ
い
て
い
え
ば
、
大
商
人
• 

大
也
主

•
土
地
投
機
業
者
の
勢
力
の
強
い
地
域
ほ
ど
農
民
：•小
生
産
者

•
小
市
民
の
土
地
取
得
は
困
難
で
あ
り
、
農
民
層
の
富
裕
で
自
立
度
の
嵩 

い
地
域
ほ
..ど
、
土
地
改
革
の
相
貌
を
呈
し
て
.居
り
、
直
接
生
産
者
.
..«
.
.小
市
民
が
±
地
を
自
己
の
も
の
と
し
、て
つ
か
む
■こ
■と
'が
出
来
る
か
否
か
は
、
 

彼
ら
の
社
会
経
済
的
地
位
に
：よ
る
。
し
か
し
、
,又
没
収
財
産
の
売
却
は
、
直
接
生
罾
豸

.
小
市
民
の
間
の
所
与
の
歴
史
吣
.条
件
を
媒
介
と
し
て
、
 

彼
ら
を
分
解
し
て
行
く
。
而
し
て
こ
の
と
と
は
実
は
広
く
ィ
ギ
リ
ス
•
フ
ラ
ン
ス
の

史
実
に
よ
っ

て
も
裏

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
な
の
で
あ 

る
。(

一
九
六
一
一
'
五

.
ニ
.ー
稿
。

六
：
：
ニ

ー

/\
如
筆
。)

ぐ

本
稿
ば
別
稿
と
と
も
に
昭
和
三
七
年
度
慶
応
義
塾
学
事
振
興
資
金
に
よ
る「

ア
メ
リ
カ
土
地
制
度
史
の
研
究」

の
一
部
で
あ
る
。.

わ
ゆ
る

西

洋

封

建

制

度

.
に

つ

い

.'て

宇

尾

野

久

J
.
•ヵ
ル
メ
ッ
ト
は
そ
の
著「

封
建
社
会J
.

の
中
で
、

V

太
要
次
の
.ょ
う
に
述
べ
て
い
る
？

7'

• 

•

:

..
 

.
 

: 

.

「

中
世
を
特
徴
づ
け
、：
一
面
で
は
古
代
の
政
体
に
対
置
さ
れ
、
他
面
で
は
現
代
の
政
体
に
対
置
さ
れ
る
社
会
政
治
的
な
レ
ジ
ー
ム
を

，
，f

i
r

と
呼
.ぶ
。

ニ 

.

.

.■
, 

- 

例
え
ば
、
こ
と
ば
の
：つ
ご
う
上「

.日
本
封
建
制
度J,

ま

た

は「

モ
ロ
ッ
コ
封
建
制
度」

と
言
う
場
合
実
際
±
#
ル
ノ
外
面
的
な
類
似
か
ら
正
当
化 

で
き
る
比
喩
的
な
.表
現
を
用
い
る
の
.で
：あ

る

が

、
.し
が
し
正
確
さ
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「

.

.

.
進
歩
の
-平
行
性
を
信
ず
る
こ
と

は

、

(

進
歩

• 

... 

- 

.
-
.■. 

: . 

■ 

' : 

’ 

ぐ
 

-

と
云
.う)

こ
と
ば
に
だ
ま
さ
れ
易
い
し
ま
た
何
ら
か
の
誤
り
を
お
か
す
こ
と
に
も
な
る
。
実

際,,la 

l

a

i

r
は
も
と
も
と
西
洋
的(occiden.

..taley

。
.で
あ
り
、
',
ま
た
.̂:
世
的
.
'
?8:
1貧
3
.
1
6

)

.

.で
あ
る
。....(Jvoalmette, La....socMt

が
>+
.
6
a
a
,
l
e
.
. 

1947 .〉

.
 

.

-
■
. 

.

 

. :

■

\

.

■

'

.

へ

,

.

こ
こ
で
ヵ
ル
，メ
ッ
ト
は
封
建
制
度
を
あ
：き
ら
か
：に
古
代
社
会
の
.国
制
と
対
置
す
る
$
と
.：に
：
ょ

：づ

：て

時

代

的

な

対

比

を

行

な

う

と

同

時

に

文

化

圈

.
 

- 

•
 

. 
•
 

....
 

.

.

. 
'
 

.

と

し

て

の

オ

リ

H

.ン
ト
又
は
ア
ジ
.ア
社
会
.の
封
建
制
度
と
対
置
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
い
わ
ゆ
るoccidentale

な

fas
a
a
l
i
^
.
の
純
粋
さ
又
は
厳 

ノ
い
わ
ゆ
る
西
洋
封
建
制
度
に
■つ

い

て

ン 

二
：三

(

六
四
一)


